
‐　
‐―
‐
‐』
ば
」
Ｆ

．
・́一ｔ
「
」
朧
階
ド

`イ許
“̀“

愛JJlll [← =





名
錢
〕
」卜
・



・ャ



ノL~日日長「1



この報告書は都市計画事業郡元 0祝吉地区区画整理事業に伴い、

都城市教育委員会が都城市区画整理課の依頼を受けて緊急発掘調査

をおこなった遺跡の調査成果です。

当地の区画整理に係る発椰調査は昭和55056年 にひきつづき当報

告書である第 3次調査が昭和60年 7月 より12月 までの約 5か月間、

第 4次調査が昭和61年 7月 より10月 までの約 3か月間実施 し、中 0

近世を中心とした貴重な遺構 。遺物を検出し、現在まで現地での第

6次の発掘調査を完了 したところであります。

本書が埋蔵文化財への理解と認識を深める一助になるとともに、

学術研究資料として活用 していただければ幸いです。

また、発掘調査か ら出土資料の整理・報告書作成に至るまで県文

化課や出土資料指導を賜った先生方をはじめ、発掘調査に従事 して

いただいた地元の人々に御指導・ 御協力を賜 り厚 く御礼申し上げま

す。

平成元年3月

教育長 久味木 福 市
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1.本書は、都城市教育委員会が実施 した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.掲載 した遺跡は,都城市郡元町所在の松原地区第 10Ⅱ oⅢ遺跡である。なお、松原地区

第 10菫遺跡については本報告であるが、松原地区第Ⅲ遺跡については概要報告である。

3.本書の執筆は、各遺跡の調査担当者が協議分担 して行ない、総編集は都城市教育委員会社

会教育課主事 矢部喜多夫 があたった。
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例 圏

1.本書は都市計画事業祝吉 0郡元区画整理事業に伴 う埋蔵文化財緊急発掘調査である。

2.遺跡の所在地は松原地区第 I・ Ⅱ遺跡が都城市郡元町字松原である。

3.調査期間は昭和60年 7月 15日 か ら昭和60年 12月 6日 まで実施 した。

4.出土遺物 (陶磁器類)に関 しては佐賀県立陶磁文化館 大橋康二氏の指導を得た。

また、炭化物及び鉄滓の同定についてそれぞれ宮崎大学農学部教授 大塚誠氏、新 日本製

鉄株式会社 大澤正巳氏に玉稿をいただいた。

5。 遺物の実浸J・ トレースは、重永、矢部が行ない棄畑光博氏の協力を得た。写真・編集は矢

部があたった。また、本文執筆は分担 しておこないそれぞれ文末に記 した。

6.出土遺物は都城市教育委員会が保管 している。

7.調査組織は下記のとおりである。

発掘調査の組織

発掘調査主体者 都城市教育委員会

発掘調査責任者 都城市教育長 久味木 福市

発掘調査事務局 都城市教育委員会

都城市立図書館・ 郷土館長 宮田 基久

同    館長補佐 永山 勝美

同    主  事 頴川 孝生

発掘調査担当者 都城市文化財専門員    重永 卓爾

図書館・ 郷土館  主事補 矢部喜多夫

発掘調査補助員 鹿児島大学考古学専攻卒  上田  耕

同   (試 掘)  坪根 伸也

同     4年   吉本 正典



発掘調査指導  宮 崎県教育 庁文化課 面高 哲郎

同      永友 良典

同      長津 宗重

同      北郷 泰道

同      日高 孝治

調 査 協 力 者  都城市文化財調査委員 児玉 二郎

宮 崎県教育 庁文化課 谷口 武範

鹿 児 島 県 職 員 東  和幸

発掘作業員

藤井良政 楠見信利 野口虎男 浜田寛 白浜兼利 柳橋秀治 下田代清海 岩切始広

上村弘幸 坂元啓助 児玉厚郎 東憲章 田中浩志 圏中健児 森山浩 黒木鉄也

園田耕平 池田ユキ 岩切ユキエ 岩切ユキ子 岩切 ミキ 大盛祐子 蒲生 ミツ子

黒田朝子 坂元 トミ子 白浜ス ミ子 白浜 トヨ子 杉尾イツエ 高橋光子 立山 ミヨ子

立山キ ミ子 長友キヨミ 長友 ミチ子 中村 ミヤ子 野ロチエ子 浜田幸子 松崎みえ子

宮元キ ミエ 宮元カズ子 安丸チズ子

重機 長友

整理作業

大盛祐子 藤崎久美代

昭和62年度 整理作業

都城市教育委員会

社会教育課   課  長  池田 正敏

課長補佐 。文化係長  藤崎 儀彰

都城市文化財専門員  重永 車爾

主  事  矢部 喜多夫

整理作業員 大盛祐子  児玉信子  猪俣幸千代  奥登根子
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I.調査に至る経緯

祝吉・郡元地区区画整理事業は、昭和54年 より毎年実施されてきており、昭和60年度までに

約 20)_ん の土地が区画整理されている。昭和55年 7月 祝吉地区で区画整理造成中に弥生上器

が出土 し、遺跡発見届が提出され遺跡の存在が明 らかになった。このことにより昭和55年、翌

56年 と祝吉遺跡の発据調査を実施 している。また、昭和57年 には区画整理による道路拡幅の際

古墳時代の上器 4点がほぼ完形で出上 し、都合 3ケ 所で遺跡の存在が確かめられている。昭和

60年 4月 、市区画整理課より60年度の事業計画区域における埋蔵文化財包蔵地の有無の照会が

あった。計画区域は昭和56年発掘調査の祝吉遺跡か ら小川をはさんで東佃」隣接地約 3)_ん で、

調査区域は台地の縁辺部を含んでいるため遺跡の可能性が十分考えられた。同年 4月 30日 より

3日 間事業計画内外約10地点で試掘調査を実施 した。結果 4地点において御池ボラ層上面で、

溝状遺構・柱穴等の遺構や青磁・土師器片などの中世か ら近世にかけての遺物が出上 した。 こ

れ らの遺跡は字名をとり松原地区遺跡群として一括 して把えることにした。

昭和60年 5月 末、松原地区の区画整理事業の決定により2地区で遺跡の現状保存が困難とな

ったため区画整理課と協議 した結果、同年 7月 末より約 4ケ 月 FEl、 松原地区第 I遺跡 (約 6500

ピ )・ 松原地区第 Ⅱ遺跡 (約 2000ピ )の発掘調査を都城市教育委員会が実施 し記録保存の措置を

とった。

(矢部 )
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Ⅱ。 1.遺跡の位置と環境

松原地区遺跡群は、宮崎県都城市郡元町字松原に所在する。

都城市は宮崎県の南西部にあり、東に鰐塚山地、西には霧島山地に囲まれた盆地状の地形で

ある。北は高原町、山田町、高崎町、高城町と向かい、東は三股町、日南市、串間市と接 し、

南は鹿児島県曽於郡末吉町、財部町 と境界をなす海岸線のない内陸部に位置 している。都城

市の標高は市街地で150m最 も高い標高は1.200mで 、市の広がりは東西約30.5km、 南北約20,4

km、 周囲約 100 km、 面積は306.70k`程である。市の環境は平均気温が夏は262(最 高36° )冬 は

5°
′
(最低 -8q)で 、降水量は冬期 100 mm以 下夏期400～ 600mm程 で、冬は “霧島おろし"と いう

季節風が吹き夏は盆地特有の暑さである。

松原地区遺跡群は大淀川支流の沖水川左岸、鰐塚山地より北へせりだした都城市街地を形成

する台地の縁部の標高約 150m程 に立地 し、沖水川左岸の低地水田面との比高差が約10m程あ

る。周辺には小川をはさんで西へ50～60m程離れたところに祝吉遺跡 (昭和56年発掘調査)が

あり、その他昭和61年度遺跡群細分布調査によって本遺跡の東側に久玉遺跡・ 白拍子遺跡など

がある。また、これらより269号線をはさんで東へ l kmほ どの三股町境に、島津家発祥の地と

される『祝吉御所跡』がある。これらのことか ら、沖水川左岸沿いの台地縁辺部はかなり広い

範囲にわたり中世か ら近世にかけての遺跡が分布 しているようである。

rヽ
、

く 、
1, ４

＼
『
／

/

Fig 2 松原地区遺跡分布図 (1/25,000)
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2.都城市内の主要遺跡

先ず、都城市内の史跡関係の指定文化財をみると、国指定の史跡に今町一里塚、天然記念物

に関之尾の駆穴、県指定の史跡に尾平野 (二俣)洞窟、都城古墳、志和池古墳、沖水古墳、祝

吉御所跡があり、市指定の史跡では都城 (鶴丸城)跡、志和池城跡、安永 (鶴翼城)跡、野々

美谷城跡、平田か くれ念仏洞、五十市式縄文土器等があり、古墳時代と中・ 近世が中心となっ

ている。

ところで、都城市内の遺跡の把握については昭和61年度より4ケ年計画で市内全域の詳細な

分布調査を実施 しているところであるが、 2ケ年終了時点で遺跡数は 179に 上っており全域で

は相当の遺跡数に達すると考えられる。また、都城盆地では通称御池ボラ(降下軽石)が 1～ 2

mの厚さに堆積 しているため縄文時代中期以前の遺跡は表面調査だけでは発見 しづ らいようで

ある。
注 1)

次に、市内の遣跡発掘調査をみると、昭和12年に小林行雄によって尾平野 (二俣)洞窟の調

査が行われ縄文時代後 0晩期の上器や獣骨等が出上 し紹介されている。この洞窟は市内南東部

に横たわる鰐塚山地のほぼ中央に位置 し、洞窟眼下拾米程に安楽川が西流 している。この山麓

には他に押型文や員殻文系の早期の土器も出上 している。昭和32年九州縦貫自動車道に伴い県

教育委員会によって丸谷第 102遺 跡が発掘され、弥生時代終末の住居址が 2基出上 している。

これが市内における最初の発掘調査である。昭和37年国道 269号線の道路拡幅工事の際、アカ

ホヤ層下の黒色土層内より器面全体に斜縄文を施 した円筒型土器 (い わゆる五十市式上器)が

出土 し縄文時代早期の遺跡まで確認された。また、当遺跡は昭和62年度遺跡詳細分布調査にお

いて試掘確認調査を実施 したが、遺構・ 遺物は確認されず遺跡の中心は既に破壊されているよ

うである。同 じく、県教育委員会によって昭和39年 に発掘された弥生時代後期の方形周溝墓

(?)や竪穴住居址等が出土 した年見川遺跡がある。また、市内の 4か所に古墳 (高塚墳・地下

式横穴)が群集 している。牧ノ原地下式横穴群は昭和41年県教育委員会が発掘調査 したもので、

遺跡は市街地を形成 している台地に沿って西と東か らそれぞれ流れこむ横市川と沖水川が合流

する同台地縁部に立地 し、地下式横穴25基が出上 している。他、庄内・菓子野宙墳群や志和池

古墳群 も昭和48年 より随時地下式横穴の発掘調査を実施 しており、この 3地域の地下式横穴よ

り各々蛇行剣が一振ずつ出上 している特色がある。

(矢部 )

注 1)『宮崎県北諸県郡中郷村二俣尾平野洞窟住居址』「考古学J第 8巻 5号 1937

注 2)「九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書」(3)

注 3)『宮崎県の考古学』石川恒太郎1968

注 4)『地下式横穴の研究』石川恒太郎1973
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番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 備 考

松 原 地 区 遺 跡 都城市郡元町字松原
縄文(晩 )

中世～近世
昭和60061年発掘

祝 吉 遺 跡 都城市郡元町字祝吉 弥生(末 )～古墳(初 ) 昭和55・ 57年発掘

3 沖 水 古 墳 都城市早水町3886の 1 古  墳

4 牧ノ原地下式横穴群 都城市川東 4丁 目字牧ノ原 古  墳 昭和41年発掘

祝 吉 御 所 跡 都城市郡元町3420 鎌倉(中世) 県指定

6 年 見 川 遺 跡 都城市年見町 弥生・古墳 l召和39年発掘

7 成 山 遺 跡 都城市豊満町字成山 縄文 (後 ) 昭和43047年発掘

8 尾 平 野 洞 窟 都城市安久町字下尾平野 縄文 (後・ 晩) 県指定

9 下尾平野第2遺跡 都城市安久町字下尾平野 縄文(早 ) 平権式 ,押型文

安久・ 中原遺跡 都城市安久町字中原 縄文(早 ) 昭和61年試掘調査

宮尾・立野遺跡 都城市今町字宮尾・立野 縄文(早 ) 五十市式縄文土器

都 城 古 墳 都城市鷹尾 1丁 目3984番地 古  墳 県指定

13 中尾山・馬渡遺跡
都城市蓑原町字 中尾・

馬渡・ 江内谷
縄文(晩 )・ 弥(中 )・ 古
古墳・中世

昭和61年発掘

14 加 治 屋 遺 跡 都城市南横市町字加治屋 弥(末)～古(初 ) 昭和63年発掘

15 母 智 丘 原 遺 跡 都城市南横市町6691 弥(中 )・平安・中世 昭和63年発掘

丸 山 遺 跡 都城市関之尾町字丸山 縄文(早 ) 昭和49年発掘

17 庄 内 古 墳 都城市菓子野町 古  墳 昭和60年指定解除

菓子野地下式横穴群 都城市菓子野町 古  墳 昭和57・ 59年発掘

丸 谷 第 1遺 跡 都城市丸谷町字榎木原 弥生 (後 ) 昭和32年発掘

20 志 和 池 古 墳 群 都城市下・ 上水流町 古  墳 県指定

堂 山 遺 跡 都城市丸谷町字堂山
縄文・古墳・平安

昭和63年発掘

22

23

都城市の主要遺跡地名表表 1
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Ⅲ.層
松原第 I遺跡は、沖水川左岸の都城市街地を形成 している台地の北側最縁部の標高約 148m

程に位置 している。 この台地と沖水川両岸にひろがる沖積低地 (氾濫原)と の比高差は 8～ 10

m程であり、遺跡は東か ら西へ、また北側崖にむかって緩やかに傾斜 している。

当遺跡の基本土層層序は次のとおりである。

第 I層 耕作土  灰黒色砂質土層

調査区内で約20～30cmの 厚さである。

灰白色降下火山軽石層 (通称 :白 ボラ)

桜島を起源とする文明期 (1469～ 1487)

の降下火山軽石 Hue7.5Y18/2

自然堆積では中央部か ら東側地区で 5

～10cmの ブロック状で部分的に存在す

る。

暗黒褐色弱粘質砂質土層 (遺物包含層)

西側地区で約20cm前後を測り東に進むに

つれ30～40cmと 厚くなる。Hue10YR3/1

暗黄褐色降下軽石層 (通称 :御池ボラ)

霧島火山系墳出の軽石で粒子径は 1～ 2 cm

で厚さは lm程である。Hue2.5YR8/8

漆黒粘質腐植シル ト層 厚さ20cm

Hue7.5YRl.7/1

黄橙色ガラス質火山灰層

(通称 :ア カホヤ)厚さ30cm

Hue10YR3/1

灰黒色弱粘質細粒腐植土層 厚さ10cm

第 Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第Ⅶ層

Hue10YR3/1

第Ⅷ層 :黒褐色硬質パ ミス混土層 (通称 :カ シワバ ン)

(矢部 )

第V層

第Ⅵ層

PLl 松原第 I遺跡土層断面
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Ⅳ。調査の調査

松原地区遺跡群は、松原地区第 I遺跡 。同第 Ⅱ遺跡・ 同第Ⅲ遺跡と細分されるが、基本的に

は松原第 I遺跡と第Ⅲ遺跡は遺構に繋がりがあることから同一の遺跡としてとらえることがで

きる。発掘調査が昭和60年・ 昭和61年 と2回実施されているため、便宜上分けて取扱 うことに

する。

松原地区第 I遺跡の本調査は昭和60年 7月 15日 か ら12月 6日 まで、松原地区第 ■遺跡の本調

査を昭和60年 11月 2日 か ら11月 14日 まで実施 した。調査はグリッド方法による10× 1011nの メッシ

ュに区割 し、またメッシュはNes線 に一致 している。松原地区第 I遺跡は西から東に向かっ

て (Fig lの左か ら右に)0～ 12ま で、北か ら南に (Fig lの上か ら下に)A～ Gの記号を付

し、A・ 1,B・ 1, ・ 0。 ・ ,G012と 呼称 した。

遺跡の現状は畑地であったため、調査区内の農作物の補償や代替地の選定を区画整理課がお

こなったのち調査にはいった。先ず、試掘調査により遺構確認面 (御池ボラ層)ま で浅いとこ

ろで20cll、 深 いところで80cmを測った。遺物は遺構検出レベルより上位から出上 し始めてい

るが、第 I層 (耕作土)か らの llPl土 はほとんどなかったため地表より約20～ 25cm(耕作上)は

重機により削平 した。また、 6区 と7区の南北グリッド線とE区 とF区の東西グリッド線を十

文字に lm幅の上層観察用の畦を残 した。表土景1ぎ 。手掘 り作業は、調査区中央の 6・ 7区か

ら東進 し東側終了後西側にはいった。排土は調査区外に搬出することができないため周囲に積

み上げていった。結果、最終的に遺跡を全掘することができなかった。

遺構の検出状況は、 7区で南北に走行する 2条の溝状遺構を検出し8区では第 3層で幅 4m

程の自然礫 (焼け石)や鎌滓等を含んだ第 2層の落ち込みが南北方向に延びていた。遺構の性格

が不明だったのでE・ 8区とF・ 8区、F・ 8区 とG・ 8区のセクションに lm幅 の トレンチ

を設けたところ深さ2m20cm程 の大溝であり、H07区 で西に屈曲していることもわかった。

北東調査区では 7条の溝状遺構が東西に錯綜 し、他掘立柱建物跡 1棟、井戸遺構 1基、特殊土

墳を確認 した。南東区では切 り合っているかなりの数のピット、竪穴遺構 3基、井戸遺構 3基

が検出された。西側の大溝に囲まれた調査区では、掘立柱建物跡が数棟、井戸遺構 2基、溝状

遺構 5条、土墳32基 が出土 した。これ らの遺構は、遺物・ 埋土・切 り合い等によりおおよそ 3

時期に区分できると思われる。

(矢部 )
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V.遺構・ 遺物

1。 縄文時代の遺物

縄文時代の遺物は、Ce9区第Ⅲ層より出土した1点のみである。001は、鉢形土器の口縁部

から胴上部の破片で推定回径10,8clnを 測る。胴部から頸部にかけて反りぎみに立ち上がり頸部

で弱く『く』の字に屈1折 し、日縁部はやや内湾ぎみに立ち上がる。日唇部はフラットで回縁部

に6条、内面頸部にやや太い1条の凹線を施している。口縁部内外面は横方向の丁寧なナデ、

頸部下の内外面では研磨されている。また、外面にはススの付着がみられる。

0                  10cm

Fig6 松原第 I遺跡出土縄文土器 (1/3)

松原第 I遺跡出土縄文土器PL.2
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2。 中世 0近世の遺構 0還 物
｀市 ^

(1)大 溝 (空掘)

当遺跡の主体をなす遺構である。 809区 をほぼ南北に走り、H。 7区で西に屈曲しH・ 2

～ 7区を西方に延びている。遺構は排土を周囲に積み上げたり家屋の関係で全掘することがで

きなかった。北側はA・ 9区において台地縁である崖に達 し、H・ 2～ 6区は排土や家屋等に

よって トレンチ法により大溝の走行を確認するのみに終った。さらにH・ 2区で大溝は西と南

方向に分岐し、西方向に延びる方は同 じく西側台地縁の崖に達するようで、他方は民家によっ

て調査できずその後の方向はつかめていない。つまりこの大溝遺構は南北約70m、 東西約80m

の「」」型をなし、自然地形である北 0西側崖 (標高差約10m)を利用 し方形 (平行四辺形 )

に空間を区画 している。この区画された面積は 5,600ぽ _と 推定される。

遺構は一部第Ⅲ層において落ち込みラインを確認することができるが、全体的な検出面は第

Ⅳ層の御池ボラ層である。遺構は検出レベルにおいて幅380～ 440cm、 深さ200～220cmを 測 り北

佃1及 び西側にいくほど浅 くなっている。また、大溝の床面は第Ⅳ層、第 V層の漆黒粘質土を貫

いて、第Ⅵ層のアカホヤ層まで達 している。検出面か らの落ち込み傾斜角は約 45° であり、形状

は基本的には断面逆フラスコ型であるが、三角形を呈 しているところもある。

D08～ 9区、E08区 、F08区 において、ボラ層の両傾斜壁に方形や楕円形の断面「 L」

字型の落ち込みがある。D08区 Fig 7 NQ 2は 長さ約 330 cm、 幅50cm、 奥行き50cmの細長い方

形プランである。 Ee8区 Fig 7 No.8は長さ 120 cm、 幅65cln、 奥行き60cmの楕円形プランであ

る。これらがボラ壁の自然的な崩壊でないことは奥行きの深さと断面がほぼ垂直に立ち上がる

ことなどか らうかがえ、例えば、昇降用などの何 らか機能をもっていたと考えられる。また

E・ 8区 Fig 7 Na 3は 大溝の東側斜面の落ち込み際に、長さ 300 cm、 幅50cnlの 長方形に近いプ

ランの両端部 に深 さ70cm、 径50cmの ピットを含む掘 り込みがある。 これは大溝に渡す橋脚穴

でないかと思われる。この外側に長さ20m程にピットが並んでおり柵列の存在 も考えられる。

また、大溝と 1号構の間に遺構が存在 していないことか ら上塁が存在 した可能性 もある。

大溝の埋土は基本的には第 IOE・ Ⅲ層であり、これらと斜面か ら崩壊 した御池ボラのの混

ざり度合によって細分できる。当遺跡の鍵層である第 Ⅱ層の白ボラ (文明期の降下火山軽石 )

が、溝の最上部か ら80cm(検 出面か ら上位 3分の 1)程のところに自然に流れ込むようにレン

ズ (半 円弧)状に堆積 している。

遺物は検出面よりやや上位か ら人頭大か ら準大の焼け石を含む自然礫がかなりまとまって白

ボラ層まで出上 し、他青磁 。白磁 0染付・ 陶器 0古銭・石鍋などもほぼ lm‐l一 レベルより出土 し

下位にすすむほど遺物の量は減少 している。また、最深部か らは東播系須恵質のIF_鉢 が出土 し、

大溝の存在時期の下限を知る資料となっている。
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大溝内出上遺物

青 磁

碗

002は 口縁部の破片で復元口径14.8cmを 測る。内面体部に画花文を有 し、明緑色の釉で胎土

は暗灰色である。004は口縁端反 りで復元口径は 8。 8cmを 計る。内面体部に印花文を施 してい

る。釉 は淡緑灰色で胎土は濁灰色である。005は内面体部に画花文を施す。釉は明茶緑色で胎

上は濁灰色である。006も 内部体面に画花文を有する破片で、釉は淡緑色で胎土は灰色である。

007は蓮弁文が施 され、内外面とも二次的焼成を受け器表に細かい凹凸がある。釉は青緑色で

胎土は濁灰色である。008は ヘラ描きによる蓮弁を有 している。釉は明茶緑色で胎土は灰色で

ある。0090010は端反 リロ縁、009は 復元口径 17.4cm、 釉は淡緑色で胎土は暗灰色で貫入があ

る。010は復元口径 15.6cm、 釉は暗茶緑色で胎土は暗灰色である。011は 復元口径12.2cm、 線

描による蓮弁が施される。

皿

003は復元口径 9.4 cmで 釉は淡緑灰色で胎土は灰色である。

012は復元口径31.6cmで 、口縁は稜花をなし見込みは折枝花文が施 されている。高台内部

に砂の付着が見 られる。釉は二次的焼成を受け、大部分黄緑色に変色 し細かい気泡痕の凹凸が

ある。胎土は灰色で高台畳付まで施釉され高台内は釉がかき落とされている。器全体に貫入が

ある。

自 磁

碗

018・ 0200021は いずれも玉縁の口縁片である。018は淡白色の釉で胎土は淡灰色である。02

0は胎上が灰白色で濁白色の釉が外部体面上位までわりと厚 く施釉されている。

021は釉が淡灰白色で、胎土は灰色である。

019は体部中位でやや屈曲し立ち上がっており、体部外部の下位に弧状の浮文を有する。釉は

灰緑色で、器壁は薄 く、胎土は灰色である。

022～ 024は 底部の破片で、022は復元口径が3.5cmで 、高台は削り出しが荒い。体部か ら底部は

無釉である。

023は復元口径が6.4cmで、内面体部下位に沈線上の段を有する。体部か ら底部は無釉である。

024は 復元口径が3.8cmで 、内面見込みは蛇ノロに釉がかきとられている。外部体面下位まで施

釉されている。

染 付

025(H03区 )は伊万里天目釉 (内面は透明釉)碗である。外面体部下位まで施釉され、高台
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は無釉である。

026(I・ 7区 )は内部体面に山水文様を施 した伊万里染付皿である。復元底径は 5.5 cmで ある。

028(F・ 8区、E・ 8区)は 復元底径10.7cmで 、内面体部にボタン花文様を施 した伊万里 (有田窯

系)染付碗である。

029(107区 )は伊万里染付碗蓋である。外面に松竹文様を施し、口縁は無釉である。日径10。 2

cm、 器高 3.6 cmで ある。

備 前

指鉢

038は復元口径26.Oclnを 測り、 7条の沈線を一組とした櫛目が推定 7組ある。摘鉢面は斜め

の刷毛目 (条痕)、 日縁部は内外とも横ナデが施されている。器壁は外面体部で巻き上げ成形に

よる凹凸がみられ、胎土は5 mm大前後の砂粒をかなり含んでいる。外部から口縁部にかけて、

ススの付着がみられる。

039は 038同様、日縁部が肥厚せず立ち上がる口縁部の破片で内面は条痕が施されている。胎土

に砂粒を含み色調は明灰色である。

040は復元闘径28.6cm、 器高11.8cm、 復元底径14.4cmを 測る。口縁部はつまみ出しの荒い突帯

(断面三角形)を形成している。内外面とも横ナデが施され、内面はそのあと8条の沈線を一

組とした櫛目が下から上へと掘り込まれている。器壁には胎上に砂粒を含むため、小さなヒビ

(破裂痕)がはいり、色調は灰緑色を呈す。

041は復元 IIl径 29.Ocm、 器高11.Ocm、 復元底径 6.7 cmで ある。日縁部はつまみ出しのしっかり

とした断面四角形の突帯を成している。内面は丁寧な横ナデ後、6条の沈線一組の櫛目を下から

上へ施 している。胎土に 2 mm大前後の砂粒を多く含む。色調は灰褐色である。

042も 自ボラ層内出土で、日縁部は荒いつくり出しの突帯を形成し、内外面とも横方向のナデ

仕上げである。胎上に l mm～ 10mm大 の砂粒を含む。色調は灰色である。

043は復元口径37.8cmの 大形の橘鉢である。口縁部直下に断面台形の突帯を廻し、日縁部は垂

直に立ち上がる。内外面とも横方向のナデ仕上げで器壁はわりと薄い。色調は赤褐色を呈す。

044は 口縁部片で回縁直下に断面三角形の突帯を廻り、日縁は垂直に立ち上がる。内外面とも

横方向のナデ仕上げで、色調は赤褐色である。

045・ 0460047は 胴部片である。045は外面にススの付着がみられる。046は 白ボラ層内出上で

内外とも横方向のナデ仕上げがされ、色調は灰色である。

東播系須恵質捏鉢

048は F08区大溝の最深部より出上 していることから大溝の存在時期の下限を考えるうえ

で重要な遺物である。復元口径は32.Ocmで、底部は欠損 し不明で、なだらかに立ち上がり口縁

部は折り返 し断面が三角形に肥厚 している。胴部は内外ともナデ仕上げであるが、日縁肥厚面
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Fig 8 松原第 I遺跡大溝内出土遺物-1(1/3)
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Fig 10 松原第 I遺跡大溝内出土遺物-3(1/3)

のみ無調整である。胎土にかなり砂粒を含むため、焼成時の破裂痕があり器壁は薄いが凹凸が

ある。色調は青灰色である。

049も 口縁部が断面三角形に肥厚 し、内外面 とも横方向のナデ調整があり、焼成は堅緻である。

050は 口縁部が「 く」字型に折れ、内面は鈍い稜線を描き、直線的に立ち上がる。内外面とも

横ナデ仕上げで焼成は堅緻である。

常 滑

甕

030は底部直上の体部破片である。器壁は凹凸があリー様の厚さではない。胎土は暗灰茶褐

色を呈 し、 l mm～ 2 mm大 の砂粒を含む。体部外面は緑白色の釉が底部直上まで施釉されている。

031は (D-9区 )白 ボラより出土の体部下位の破片である。体部外面は板目状の施文具でタ

タキ調整がおこなわれた後、縦方向にナデ消されている。胎土に l mm～ 5 mm大 の砂粒を多量に

含んでいる。焼成温度が低温だったのか、器表は茶褐色であるが、器内は黒灰色を呈 し生焼け

の状態である。

033は 口縁直下の肩部破片である。□縁は垂直に近 く立ち上がり、体部中位よりやや上位でゆ

るやかに屈曲すると考えられる。肩部に 4、 5条 と、屈曲部に現存で 2条の浅い沈線が廻 らさ

れている。体部内外ともナデ調整されている。035は 7条の凹線が施され、(体部)内外とも横

方向のナデ調整がある。036も 7条の凹線が施され、内外面ともナデ調整である。

(矢部 )
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Fig ll 松原第 I遺跡大溝内出土遺物-4(1/3)
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(2)溝状遺構

1号溝

1号溝は当遺跡の主体をなす大溝に並行に内走する溝である。大溝とほぼ同 じく7・ 8区を

南北に走り北側は自然地形である崖に達 し、H06,7境 界で西方に屈曲 し、G。 1～ 7区を

ほぼ直線に西走するものである。当遺構は検出面において幅1.0～ 1.2m、 底幅0.5～0.7mの深

さ0.3mで ある。埋土は第 3層の黒褐色上である。また、大溝と 1号溝の間は南北の走行方向では

約 7～ 8m、 東西の走行方向では約 5mの間隔がある。この 2条の溝によって内区された範囲

には同時期の遺構が存在 しないことなどから、土塁が築かれていた可能性が考えられる。

出土遺物 0780079は 青磁碗で 078は 口縁にヘラ描きによる雷文帯を体部外部に蓮弁文を施

している。0800081は 白磁で080は玉縁日縁、081は端反 り口縁である。086～ 092は上師器の不

で 086は 完形であるが整形が雑であるため口径・ 器高に歪みがある。底部は糸切 りのち板状の

圧痕がある。0870088はヘラ切 り底で底部か ら体部への立ち上がりに若千段を有 しやや丸みを

もって立ち上がる。092は小皿でやや器肉が厚 く底部か ら丸みをもって急峻に立ち上がる。

2号溝

2号溝は607区 を南北にほぼ直線に走行 しC07区 で二叉に分岐し、一方はそのまま北側

崖に進み、他方は東で折れて直線的に東進 している。 D。 7区で 2条に分岐 し東側小溝はD。

8区で消失 している。 2号溝は検出面において幅1.Om、 底幅0.5m、 深さ0.3～ 0.5mを測る。

また、南側では 1号溝を切 り大溝を貫き延びている。昭和61年度の発掘調査により2号溝は、

I・ 6区で東へ屈曲 し東進 している。 このことか ら2号溝は南北約701n、 東西 (推定)約 65～

70mの長方形 (平方四辺形)を区画する3辺を形成 し、東側は現況の道路まで達 していると考

えられる。 この溝と道路によって約4,500～ 5,000ぽ の面積が区画されている。

出土遺物 093～ 096は青磁で0930094は 推定復元のため口径に疑間が残る。095は体部外面に

ヘラによる蓮弁を施す。097～099は 自磁で 099は底部に釉が塗布されておらず玉縁の口縁か櫛

描文と思われる。1000101は E07区 の溝内上部に敷石状に廃棄されて石内か ら出上 したもの

である。

4号溝

D09区 を南北に走 りC・ 9区で東へ屈曲 し、そのまま東方へ延びている。溝の幅は 0.8～

1.Om、 底幅 0.2～ 0.5m、 深さ0.2～ 0.3mで、埋土は第 I層 の灰黒褐色上である。また、溝内

は自然礫が溝に廃棄されるように堆積 している。

出土遺物 1160117は 青磁小皿・ 碗で高台内底部中心はケズ リ出しによる釉が残っている。

123は瓦質の上風炉で体部外面には線刻による模様が施されている。色調は灰黒色である。124

は素焼きの糸切 り底の底部片で器形は不明である。
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3号溝

調査北東区域 C・ 9,10,11,12区 を東西に走行 し、C09区 で緩やかに右カーブし北に延

び崖に達するものと思われる。C ell,12区で溝の北側壁が 2段に立ち上がって溝の幅が広 く

なっている。溝の幅は0.5～ 0.6m、 底幅は0。 2～ 0.3m、 深さ0.4111、 C011,12区 では幅が1.0

m前後、底幅0.4m、 深さ0.3mで東へ向かうほど浅 くなっている。埋土は第 I層の明灰黒褐色

上で、 C・ 9,10区においても2号溝を切っている。溝内にはC09,10区 で自然礫がまとま

って出上 し、他陶磁器片 も出上 している。

出土遺物 129は 青磁碗で見込みに花弁文を有 し高台内の底部中心はケズリ出しによる釉が

残 る。焼成温度が低いため胎土が酸化 し色調は黄緑色を呈 している。130は 口縁が稜花型を呈

する小皿である。131は 口縁が端反りの白磁碗である。136～ 138は 土師器の杯で推定底径 9.0

cll、 137は推定底径9.6cllを 測り体部にはロクロ整形による明瞭な稜が残る。1390140は 小皿で

140は底部か ら体部にかけての立ち上がりに段を有 し、やや内湾ぎみに立ち上がる。139は 底部

か ら体部へ急峻に立ち上がる。140は ヘラ切 り底 139は 糸切 り底である。

5号溝

調査北区域を東西に走行する溝である。検出面において幅0.6m、 底幅0.3m、 深さ0.2～0.3

mを測る。

6号溝

調査北区域を 5号溝に並行にほぼ東西に走行する溝である。幅0.9～ 1.Om、 底幅0.4～ 0.6m

深さ 0.2mで埋土はは黒褐色上である。 5号溝と同時期頃と考えられる。

7号溝

G。 9、 F09、 E09区 を南北へ延びD。 9区で東へ屈曲 し、D。 11区 で大きくlt行 しその

まま東進する。幅 1.1～ 1.3m、 深さ 0.5mで埋上は第 I層の灰黒褐色である。

出上遺物 1420143は 青磁碗と小皿で体部内外面に櫛描文を施す。1440145は玉縁日縁の白

磁碗である。146～ 153は 伊万里染付で 146は いわゆる輸出用の扶蓉手の大皿である。1490150

は波佐見窯系の染付皿で 149は体部内面に割筆による二重網目文様を施 し、両方とも見込みは

蛇 目釉ハギである。 154は唐津 (内野山窯)の皿で体部外面は透明釉、内面は銅緑釉が塗布さ

れている。

8号溝

7号溝と同様にG。 9、 F・ 9、 E・ 9区を南北へ延びE・ 9区で東へ折れ、そのまま東進

している。幅 0。 7m、 深さ0.3mで埋土は第 I層の灰黒褐色上である。 7号溝と時期的には同じ

か 8号溝が若干古いと思われる。
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9号溝

調査区域西G02区 か らB,C,D,E,F。 2区を北へ走行 している。溝幅 0.6～ 0.7m、

底幅0.3～0.4m、 深さ0.15mで、埋土は明灰黒褐色土である。E02区 か らG・ 2区では頭蓋

大か ら挙大の自然礫が廃棄されるように堆積 している。

11号溝

9号 溝の西側を南北に走行する溝でF。 2区西端で消失 している。溝幅0。 7～ 0.8m、 底幅0.

5～0.6m、 深さ0.lmで埋土は明灰黒褐色上である。

13号溝

調査区域西側中央 E。 2区東端を起点として西方へ走行 しており、その後は排上のため推定

であるが、直線的に西側崖に達 していると思われる。溝幅0.5m、 底幅0.3m、深さ0。 1～0.4mで、

溝の幅が狭 く、深い特徴がある。埋土は黒褐色上である。

出土遺物 115は土師器 1不で底径 7.3 cmで 体部への立ち上がりに回転ヘラ切 りによる段を有する。

14号溝

G。 3区か らG02区 にかけて東西方向に走行 し9号溝に合流ないし切 られている (時期差は

不明)溝幅0.6～ 1.Om、 底幅0.3～0.6m、 深さ0.1～ 0.15mと たいへん浅い。埋土は明灰黒褐

色上である。
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白ボラ (I′ :白 ボラ混上 )

黒褐色御池ボラ混土

3号溝

2号溝  3号 溝   VII

0                          1m

I :黒褐色白ボラ混土

II :明黒褐色白ボラ混土 (Iと Ⅱは、基本的には同一層 )

IⅡ :黄褐色御池ボラ混土

IV:暗褐色御池ボラ混土

V :極暗褐色御池ボラ混土

VI:白 ボラ

VII:砂 層

(注 :Vは基本的にはⅣと同一層 )

・
一

 L 151m

6号溝 5号溝 4号溝

2号溝

Flg 29 C09区 (上 )・ B010区 (下)溝セクション
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(3)掘立柱建物

(1)1号 掘立柱建物

大溝内のほぼ中央部 E・ 4区で検出され、東西 2間、南北 3問床張 りで東と西と北の三方に

庇がつ く。方位は N12° Eである。柱間寸法は桁行西佃1で南より2.4m-2.3m-2.4m、 東側

で南より2.3m-2.4m-2.4m、 梁行西側で南より2.4m-2.3m-2.41n、 南妻は中央柱がは

っきりせず全長4.3mを 測る。庇部は東側では柱列より0.9mの ところに柱が並び、北か ら0.7

m-2.3m-2.6mで南側柱は不明である。北側でも柱列より0,9mの ところに柱が並び、西か ら

1.Om-2.lm-1,95m… 1.lmで ある。東側では柱列より1.Omの ところに柱が並び南から2,2111

-2.3m-3.3mで ある。柱穴は大きさが20cm～ 40cm、 深さ30cm～ 70cllと ばらつきがある。pltか

ら土師器片が出土 している。

(2)2号 掘立柱建物

大溝内の北西 C。 3区で検出され、桁行 3 FHE以上梁行 1間の南北棟である。方位はN26° E

である。柱F85寸 法は桁行が東側柱列で南から2.Om-1.9111-2.Om、 梁行が南側で3.2mで ある。

柱穴の大きさは30cnl前後、深さ15cm～ 30cllと ばらつきがある。 2号井号を覆う形で建物が築か

れている。

(3)3号 掘立柱建物

大溝内の西側中央 C・ 4区で検出され、桁行 2 FE5、 梁行 1間の南北棟である。方位はN15.5° E

である。柱問寸法は桁行が東側柱列で北から1.8m-1.8m、 梁行が南側で 3.6mを潰1る 。柱穴

の大きさは30cm～ 40cm、 深さ20cm～ 50cmと ばらつきがある。

(4)4号 掘立柱建物

3号掘立柱建物の南側に隣接 し、 5号掘立柱建物の南償1柱穴と切 り合っている。桁行 2間、

梁行 1間の南北棟である。方位は N21° Eで ある。柱聞寸法は桁行が東倶1柱列で北か ら1.9m

-2.lm、 梁行が南側で3.5mを 測る。柱穴の大きさは30cm～ 40cm、 深さ12cm～ 30cmと ばらつき

がある。

(5)5号 掘立柱建物

4号掘立柱建物の西側に隣接 している。 2× 2間の建物跡である。方位は N13° Eである。

柱間寸法は桁行が東側柱列が1,7m-1.8mで ある。
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(6)6号 掘立柱建物

5号掘立柱建物の南側に隣接 している。桁行 3間、梁行 1間 の東西棟である。方位は 70.5° W

である。柱間寸法は、桁行が南側柱列で東か ら1.8m-1.6m-1.9m、 梁行が東側で3.3mを 測

る。柱穴の大きさは20cm～ 30cm、 深さ15cm～ 30cmと 幅がある。13号溝の走行 と建物の方位が一

致 している。

(7)7号 掘立柱建物

大溝内の西南F02区 とG・ 2区で検出され、南北 3間、東西 2間の床張 りの建物跡である。

方位は N10° Eである。柱間寸法は桁行東側で北より1.5m-1.8m-1.5m、 西側で北より1.5

m-1.65m-1.5m、 梁行南妻で東より1.85m-1.6mで ある。

(8)8号 掘立柱建物

大溝内の南西G03区 で検出され、 2× 2間の建物跡である。方位はN88° Wである。柱間

寸法は東側柱列で北より2.2m-2。 lm、 北側柱列で西より2.3m-2.4mである。 柱穴の形状は

円形または楕円形をなし、深さは15cm～ 45cmと 幅がある。

(10)9号掘立柱建物

調査区の北東B010区 とC010区で検出された。南北 3間、東西 2間の床張 りの建物跡で方

位はN81° Wである。柱間寸法は桁行南側で東より2.2m-2.45m-1.8m-1.4m、 梁行東側

で南より1.95m-1.8m― (2.3m)で 、柱穴列は直線的に並ばず少々無理がある。柱の形は円形

または方形を呈 し、大きさは円形で20cm～ 30cm、 方形で30cm× 34cm、 深さは10cm～ 40cnlと ばら

つきが大きい。 ピットより上師器片及び青磁片が出土 している。

出土遺物 186は体内部・外面に櫛描文を施す青磁碗でC010区 ピットか ら出土 している。

187～ 190は土師器の小皿で 187は 推定回径 8.9cm同 底径 6。 9cmと やや大きめであるが、器高は

1.3 cnlと 低 く口縁にかけて立ち上がりは緩やかに丸みを帯び器壁も薄 く全体に平面的である。

186は 青磁と同じくC・ 10区 か ら出土 している。191は 土師器の不で推定復元ではあるが底径に

対 して口径が大きく底部から口縁にかけて直線的に広がっている。器壁は一様で内・ 外面 とも

ロクロ成形による稜がみられる。

その他西側地域の柱穴より出上 した遺物 (Fig38)と して192～ 196の 土師器がある。1930195

は底部か らの立ち上がりに鈍い段を有 し、器壁は薄 くヘラ切 り底である。1940196も ヘラ切 り

底で 194は底部か ら口縁 へ急峻に立ち上がる。
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Fig 40 松原第 I遺跡10号掘立柱穴内出土遺物 (1/3)

10号掘立柱遺構  (Fig39)

棟の方向はN13° E、 柱間 4間 ×6間、桁行11.65m、 梁行7.65m、 柱間寸法桁行2.Om～ 1.

65m、 同梁行1.Om～0.9mを 測る。主屋と南側 。東側に廂を有する建造物の跡と思われる。柱

穴は確認面でほぼ70cmを 数えるが、基底部に河原石を埋設するものと、石礎状のものが認めら

れ、また粘土を底に敷いたものも若干存 していた。前者は掘立柱の根国の石と推潰1さ れる。ま

た柱穴より至大通宝 8枚、また最深部よりも同種 2枚が出土 した。これは建前儀礼に関係する

ものと思われる。推定主屋の床面積およそ 89。 12ぽ でほぼ26坪強を数え、これにほぼ 3尺の廂

が附属する建造物であったものと思われる。

(重永)

-64-



:111111illllllllll l                                        ::::::::::::::::'― 口 ¬

D7

57 腿 錮7

１

２‐４

ヽ ′可
可
プ
220

Fig 41 松原第 I遺跡東側ピット内出土遺物-1(1/3)
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(4)井戸遺構

1号井戸

調査区域北西 D・ 3区の北側に位置 している。確認面で直径1.2m床面で0.7m、 深さ2.Omを

測る。遺物は埋土内より土師器が 2点出上 している。

246は杯で形状は不明、247はヘラ切 り底の小皿で底部か ら直線的に立ち上がる。

2戸井戸

調査区域西E・ 2区とF02区にまたがり、9号清に切られている。形態は検出面で直径1.8m

床面で0。 9mと 先細りし、深さは検出面である御池ボラ層より3.5mと 出上した 5基の井戸で一

番深い。床面よりlmほ どから勇水がある。出土遺物はない。

Flg 44 松原第 I遺跡1号井戸及び出土遺物 (1/3)
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3号井戸

調査区域北東 B011区 とC011区の境界で検

出 した。遺構確認面は第Ⅳ層の御池ボラで検出、

平面プランは東西方向2.3m、 南北方向1.5mの

不定形を呈 している。当遺構の原型は直径0.6

～ 0。 7m、 深さ約 2.70mの 円形型の素掘 りの

井戸と思われるが、検出面である御池ボラ層は

廃棄後御池ボラの崩壊により、検出面では不定

形を断面では扶れた状況を呈 していた。また、

検出面下約2.7m程で勇水があった。遺物は検

出レベル付近および最深部より0.5～ 0。7m上位  一

で頭蓋大か ら準大の自然礫、陶磁器片や土師器

片等が出土 している。

出土遺物 248は青磁碗で検出面より出土 し

推定復元口径16.Ocmを測り体部外面には画花文 ――

を施 している。色調は淡黄緑色である。250は

常滑の壺で頸部上部及び底部が欠足 し肩部径は

16cmである。262は土師器の小皿で底部は糸切

りのち板状の圧痕が付いており、底部か ら口縁

にかけて内湾ぎみに立ち上がる。器壁は体部は

均一であるが底部はロクロ成形による同心円の

凹凸がある。また、250と 262は井戸の最深部

付近より出上 していることか らほぼ同時期のも

のと考えられる。

4号井戸

調査区東側の E・ 12区で南北方向が長軸1.2

m、 短軸1.Omの 円形に近い楕円形の井戸であ

る。検出面は第 4層 の御池ボラ層で検出面より

床面までの深さは約1.7m程で、御池ボラ層・

漆黒土層を貫きアカホヤ層まで達 している。床

面には20～ 40cm大の自然礫が廃棄されたように

積み重なって堆積 している。現状はボラ面の崩

壊の恐れがあるため重機によりかなりの部分を

―――L 152487m

●

-69-

Flg 45 松原第 I遺跡2号井戸 (1/3)
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景1ぎ とった。当遺構の形態は繁掘 りの井戸と思

われるが、自然礫の堆積か ら石積み枠の井戸で

ある可能性 も考え られる。

(矢部 )

269

0

Flg 48 松原第 I遺跡 5号井戸内出土遺物

▽ ▽ 7
′

L 1495m

lm

Fig 49 松原第 I遺跡 4号井戸

ロフ

(1/3)及 び出土遺物 (1/2)
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(5)竪穴遺跡

1号竪穴遺構 (Flg50)

プランはややゆがんだ方形で、主軸はN79° W。 規模は2.75111× 2.70mを測り、床面積は2.6

m× 2.55m(壁面下)を数える。また南側と東狽1の 壁下に幅15cm～ 30cm、 深さ10cm内外の壁帯溝

が遺存する。床面内の主柱穴は北側が15cm～ 30cm、 南側は25cm～ 30cmを計る。屋外に煙道を思

わせるような溝状の遺構が存 し、その先端のピットは30cmの 深さを有する。この竪穴遺構は柱

間 3間 × 3 FEQ、 桁行2.17m、 梁行2.15m、 柱間寸法桁行80cm～ 60cm、 同梁行25cm～ 30cmを測り、

およそ 2.0坪 となる掘立建物といえよう。検出面よりの覆土はほぼ 5層 よりなるが、各層に河

原石、焼土灰が混入されており、自然遺物では遺構の西北偶、南西の床面より炭火籾や加工さ

れた竹・木の炭化物が検出された。また床面直上より磁器片若干が出上 した。 これらの事実よ

り本遺構の存立期、廃絶の素因、過程、性格などが窺知されよう。

2号竪穴遺構 (Fig51)

1号同様いびつな方形プランで、2.80m× 2,70mを測り、主軸はN77.5° Wである。床面積

は2.6m× 2.6mで 、北側の柱穴の深さは0。 16m～ 0.36111、 東側は0。 13m× 0.281nの 範囲である。

遺構内の覆土は単純な 2層であった。床面より木灰や籾の炭化物などの自然遺物の外、永楽通

宝 2枚、磁器片が検出された。 この遺構もほぼ 1号同様の規模性と性格をもつものであろう。

3号竪穴遺構 (Flg52:   
｀

平面プランは2.20m× 2.05mの方形をなし、底面積は 1.95m× 1.90mを測る。確認面より

の深さは1.03m～ 1.08mで ある。覆土はほぼ 7層 で、いずれも軟質の混土層であった。 この上

層 (深 さ103cnl)の ピット中より河原石を配 し、西面を向く恵比須像が埋置されていた。この像

は素焼でにぶいレンガ色を呈 し、胎土 も精で焼成 も割と良好である。技法は割 り型に依って作

製されたものと考えられ、像の両側面にその痕跡が明瞭である。像形は烏帽子をかぶり、狩衣

指貫 0括 り袴を着け履をはいている。なお狩衣の中央 (腹部)に二つ拍の印がみ られる。岩

(台座)に右脚を却躍 し、左脚で地を踏みおろし、右手に釣竿を持 し (一部欠失)左腕で魚を

(鯛 )を抱えている。総高7.30cm(2寸 4分 )座高 5,6 cm(1寸 8分)肘巾 4 cm(1寸 3分 )

厚さ1.8cm(6分 )を浸1る 。また岩座の裏に0.3cmの 円孔が焼成前に穿たれ、その奥行は3.35cm

(1寸 1分)を数える。 これは像の乾燥台か台座固定のために機能 したものであろう。

-73-
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Fig 50 松原第 I遺跡1号竪穴遺構(1/3)及び出土遺物(1/3)
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Fig 51 松原第 I遺跡2号竪穴遺構(1/3)及び出土遺物(1/3)
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(6)土 壊

松原第 I遺跡の西側調査区域で検出された上壌は32基である。C011区とC012区にまたが

って出上した土渡状遺構 (遺構の性格が不明なため特殊土渡と呼ぶ)、 常滑の大甕の出上 した

1号土渡がある。他、地下式横穴 (状土渡)。 円形 0方形などの形態があり、さらに平面形態

では類似していても深度が著しく異なるものがある。これらの上渡は埋上の違いなどからもか

なり時期IEniが ぁると思われるが一括 して扱うことにする。

特殊土渡 (Fig53)

調査区北東C011区で 2号溝 (?)、 3号溝、 4号溝に切 られた状態で検出された。当遺構は

2つ の土墳か らなり、西側土墳は長軸1.2m、 短軸0.35mの 楕円形を呈し深さは1.lmである。

埋土は第 3層 で遺物の出土はなかった。もう一方の東倶1土渡は全長 3m幅0.5mで%周程の円弧

形をした特殊な土渡で、深さ1.0～ 1.lmで床面からほぼ垂直に立ち上がっている。遺構は第 Ⅳ

層の御池ボラ層を貫き第V層の漆黒土層の上位まで掘りこまれている。埋土は第 lll層 黒褐色土

である。当遺構は特殊な形状をした土渡で、用途・ 機能については貯水的または貯蔵的な機能

を果たしていたと考えられるが確証はない。遺物はかなり出上しているが床面またはその附近

で出土 しているものは少ない。遺物の種類はスラグ (鉄滓)、 軽石が多く、他土師器も多い。

出土遺物 2820281は 白磁碗で高台内底部は無釉で口縁は玉縁ないしは櫛描である。282は

鍔付の滑石製の石鍋で外面にススの付着がみられる。283～293は土師器で283は 口径15.2cm、

底径8。 8cm器高2.9～ 3.Ocm、 284は推定回径14.7cm底径9。 lcm器高2.9～3.Ocmを 測る大型の琢で

内・外面ともロクロ成形による明瞭な稜が残っている。2900292は 小皿で口径と底径が大き

い割りには器高が低く、直線的に立ち上がり全体に平面的である。底部は糸切りのち板状の圧

痕が付いている。

1号土垢 (Fig55)

(矢部 )

D04区 より検出され、確認面か らの平面観は不整形の円形である。上面の東西径 100、 南北

径 110 cmを 測る。その深さは30cm～ 39cmの FE5で 、覆土は 2層をなしていた。覆土中より陶質の

大甕の破片が出土 した。 これは上部または横位よりの物理的破壊と近年の農耕機械に依る損傷

破壊をうけていた。

大甕 (Flg56)

陶質の大甕で褐色を呈 し焼成 も堅緻であるが、肩部に気泡 (火ぶ くれ)が残る。総高 (既存

部)53.6cm、 口径35.7cm縁帯の中 4 cm、 胴径55.5cmを 計る。口唇を引きあげ、強 く垂れ下って

N字をなす。いわゆる折端の口縁とそれに続 く短頸部、肩の張った胴部へと移行する器形をも

つ。技法は作 り出しの裏に対する頸部および内面に輪積みの手法か木べ ら状のもので撫であげ

た跡、描掻きなどが明瞭に看取される。この大甕は形態よりも広 く常滑第二型式 の範疇に属す

るものである。                              (重 永)
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Fig 56松 原第 I遺跡 1号土渡内出土遺物 (1/4)
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20号土墳

E・ 5区 Jヒ側に位置し、形態は直径1.1～1.2m深さ0.5mで床面が 2段に落ち込んでいる。

検出面 レベルで遺構の中央附近にかけて厚さ10cmほ どの粘上が敷きつめられている。埋土♯灰

黒色上である。

23号土墳

F04区北東側に位置し、形態は長軸1。 7m短軸1.2mで トレンチャーにより攪乱を受けてい

るが楕円形にちかい隅丸方形を呈 していると思われる。深さは0.6mで ある。遺構内北倶1で 20～ ―

30cm大 の軽石が検出面附近から出土 している。埋土は黒褐色上である。

29号土墳

G・ 5区 Jヒ側に位置し、主軸方向 N42° Wで長軸3.6m短軸3.4mの ほぼ円形を呈し、深さは

0.6mを測る。埋土は灰黒色土である。

31号土渡

G04区南東側に位置し1号溝を切っている。主軸方向N77° Wで長軸0.7m短軸 0.5mの 隅

丸方形を里 し、深さ (確認面より)0。35mを測る。埋土は黒褐色上である。

32号土墳

G・ 4区 とG05区の境界に位置し、主軸方向がN20°Eで長軸0。85m短軸0.5mの方形を呈

し、深さは0.55mを測る。埋土は黒褐色上である。

18号土墳

E・ 5区北側に位置し、18号の形態は地下式状を呈している。竪坑は1.87× 1.28mの 南北が

長軸の楕円形状をなし、床面は 1× 0.7m程を測る。深さは検出面より1.3mで横穴入口 (羨門)

で20cm程の段を有す。横穴の形状は妻入り型を呈し奥行2.2m幅 1.2mで ある。遺物は竪坑内に

頭蓋大から準大の自然礫や軽石が出上している。2950296は検出面付近からの出上である。ま

た、18号上填と19号土填の切り合いについては不明である。

30号土墳

G・ 4区に位置し、30031032号 土墳は形態や位置関係から一対のものと考えられる。主軸

方向がN75° Wで長軸1.7m短軸1.Omの方形を呈し、深さは1.01mで ほぼ垂直に掘り込まれて

いる。遺物は検出面より1/3程の深さに頭蓋大から拳大の焼石や軽石が出上し、2970298は 検

出面付近からの出土である。埋土は黒褐色土である。
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(   )は 推定

遺構番号 区 平面形態 規  模 (m) 方 位 出上遺物

002 C-2 方 形 1.60× 0。 76× 0.36 N75° W

003 E-2 1.50× 0.82× 1.02 N13C E

004 E-3 円 形 1.13× 1.08× 0.27 N17C E

005 E-3 1.28× 1.26× 0.21 N17C E 澤宇オL-299

006 E-3 方 形 1.73× 0。 74× 0。 13 N67° W

007 F-3 3.30× 1.17× 0。 17 N81° W

008 C-5 円 形 1.5× 1.46× 0.46 N17C E

009 C-4,5 隅 丸 方 形 2.0× 0。 9× 0。 25 N69° W

010 C-6 1.08× 0.82× N76° W 土日lli-300

011 D-4 2.03× 1.03× 0.5 N84° W

012 D-5 円 形 1.03× 0.93× 0.32 N17C E

013 隅 丸 方 形 1.55× 1.11× 0.18 N23C E 上自雨-301

014 0.89× 0.59× 1.03 N12C E 雫子砲玄-302

015 円 形 0。 92× 0.68× 0.17 N57C E

016 楕 円 形 1.48× 0。 85× 0.18 N56° W

017 E-5 円 形 1.64× 1.40× 0.51 N2C E

018 方形 (地下式横穴 ) 1.87× 1.28× N88° E 瀬戸-296

019 大 形 方 形 3.2× 2.2× 0.49 NllC E

020 円 形 2.37× 2.22× 0.87 N30° W 粘 土

021 1.62× 1.56× 0。 72 N13C E

022 隅 丸 方 形 1.92× 1.19× 0.87 N12C E

023 F-4 円 形 1.73× 1.24× 0。 71 N39C W

024 F-5 方 形 ×0.95× 0.78 土日雨-311

025 1.26× 1.14× 0.21 N9C E

026 大 形 方 形 3.2× 2.02× 0.65 N12C E 土師 312

027 大 形  円
‘形 (3.07)× 2.66× 0.18 N52°  W

028 G-5 2.07× 1.61× 0.26 N88C E

029 不  定  円 形 3.5× 3.3× 0.93 N42C W

030 G-4 方 形 1.7× 1.0× 1.01 N75° W

031 1.59× 0。 97× 0。 78 N77° W

032 1.21× 1.05× 0.64 N20C E

表 2土 獲 一 覧 表
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(8)出土遺物観察表 (  )は推定

駆
　
鶴

千重じ31 雛

法 量 Ccm)

特 徴 備 考
翻
　
辞

千霞室81 雛

法 量 Ccm)

特 徴 備 考

口径 底径 縞 雌 縞

lX2 青 磁 碗
0画花文、黄縁色

貫入有
囲

伊万里

染 付
碗 蓋 /

⑥松竹文

lXB

0櫛描文、黄縁色
0∞ 常 滑 甕

⑥ナデ
0釉熱 融

lX4
⑥印花文、淡縁色
端反り口象 臥 有

0ナデ
③タタキ、砂粒含

lX5
⑥画イ蚊、難絶

貫入有
曖 248

00ナデ、砂1立含

淡灰色

lX6
0画祇 淡縁色

砂粒含

lX7
③蓮弁文(ヘラ) 二次的掬或 00ナ デヽ 砂粒含

圏
0蓮弁文 (ヘラ)

黄縁色、貫入有
畷

00ナデ、砂粒含

009
端反り口縁 0ナ デヽ 砂粒含

端反リロ縁、淡縁色

貫入有
037 204?

0ナデ
①ケズリ、砂粒含

③線描蓮弁文、淡縁色 龍泉窯系 (?)

備 育
橋 鉢

0ナデ、刷毛目
0ナデ 乳白色

① lll

⑥見込に折枝花文
日縁稜花

二次的焼成
039

碗
髄

貫入有

両台施和
040

00ナデ、灰色

砂粒含

⑥見込に花弁文 高台施釉
l141

⑥④ナデ、明灰色

砂粒含

皿
白縁色 高台施釉

慨 288
00ナデ、自褐色

砂粒含

碗
⑥見込に花弁又
③線描蓮弁魚 明縁色

龍泉窯系
昭

00ナデ、自褐色

砂粒含

⑥見込に折枝蓮弁文

①線描蓮弁文、明縁色

高台施釉
044 276

00ナデ、自褐色
砂粒含

玉縁日縁
帖

⑥①ナデ、自褐色

砂粒含

③浮文、自色
046

0ナデ、茶褐色
①ナデヽ 暗灰色、砂粒含

玉縁日縁、淡乳自色

貫入有
047

00ナデ、暗灰色
砂粒含

021
玉縁日縁、淡白色

048
00ナデ、淡茶福色

砂粒含

触帥
049 縣 捏 鉢

130ナデ、青灰色
砂粒含

08 離帥
⑤③ナデ、淡灰色

砂粒含

⑥見込に蛇目釉ハギ

青白色、底部無釉
“

1

⑥①ナス淡灰色
砂粒含

伊万里

天 目

⑥透明釉
①天目釉

⑥③ナス淡灰色
砂粒含

賜 染 付 08
00ナデ、灰色

砂粒合

伊万蜃

染 剰

0山水文
臓 棚 碗

師
染

Oυ lll

⑥ボタン花文 有al窯系 壺oR機

の 適
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)は推定

硼
　
鶏

1冒251 糠

法 量 衡 )

特 徴 備 考
団
　
辞

孝璧]31

法 量 い )

特 徴 備 考

底径 器高 底径 一局

056 鰤
獅
脚

0ナデ

0平行タタキのちカキロ
縣 捏 鉢

00ナ デ、暗灰色

砂粒含

石製品 石鍋
00ケズリ
スス付着

滑裂
084 獅 壺(?)

00,ナデ
0廟

00ケズリ
スス付着

滑石製
甕 34.0

上師器 椰
00ナデ

切り離し不明
土師器 杯 76-8

00ナデ

系切りのち板状圧痕

060 (14D (180
00ナデ

系切り底

00ナデ

回機 ラヽ切り底佐まわり)

“

1 (120
⑥③ナデ
ヘラ切り底

“

2 機 (14の (110
00丁寧なナデ

系切り底
(1211D

063 跡 (10め
系切り底

∞ 0 (881
系切り底

064
00ナデ

系切り底
091 小 皿 (70)

⑥③ナデ
ヘラ切り底

065 (7の
ヘラ切り底 (9)

l192
00ナデ

系切り底

066 (70
系切り底

l193 青 磁 碗
端反り日象 暗縁色

貫入有

∞ 7 (711p
系切りのち板状圧痕

l194 皿
端反り口縁、明縁色

068 (7.0
系切り底

l195 碗
① しのぎ蓮弁文

青自色

“

9
系切り底

l196 碗は )

離 色

島 有ヽ

高台施軸

070 4Ⅷ
系切り底

∞ 7 白 磁 碗
端反り日縁、乳白色

071 (80 (7υ
切り離し不明

∞ 8
端反り日縁、乳白色

072
系切り底

l199 碗帳 )
乳白色 局台無釉

(6.の
系切り底

0底に指頭痕有
瀬 戸 鰤

074
系切り底

常 滑 甕 (1481
00ナデヽ 茶灰色

砂粒含

075
系切り底

(21111
00ナデヽ 褐色

砂粒含

系切り底
備 前 信 鉢

(8.つ
00ナデ

系切り底

ooナデ、赤褐色

砂粒含

078 青 磁 碗
0日縁雷文・胴部蓮弁(ヘラ)、

明縁色.

①ナデヽ 暗赤褐色
0    黄白色

079
0画花文、黄縁色

貫入有
麒

080 白 磁
玉縁日縁、淡乳白色

土師器 郎

皿
端反り口縁、淡乳白色

貫入有

東播系 麟
00ナデ、灰白色

砂粒含 系切り底
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(  )は推定

国
　
辞

護筆,ll 糠

法 量 Cca)

特 徴 備 考
団
　
辞

翻 」 糠

法 量 価 )

特 微 備 考

日径 底径 器高 底径 一ｏ同

土師器 ネ (12の
系切り底

土師器 杯
系切り底

(70
平u刀り底

00ナデ

系切り底

小 皿 (6の
ヘラ切り底(?)

小皿
⑥④ナデ

系切り底

青 磁
⑥①櫛描文、青白色

ヘラ切り底

唐 津 鏃 橋鉢 330
注目有

上師器 杯
⑥① ナデ、内mの ナ

デ、ヘラ切り底
青 磁 碗

0櫛描文、明縁色

青 磁 小 皿
日*議払 議
⑥見込に花弁文、貫入有

高台施紬
4ヽ皿

0櫛描文、明縁色

碗
口縁稜払青縁色
⑥肛 に絆

高台施釉
白 磁 碗

玉縁日縁、自色

染 付 小 杯
⑥喜討 玉縁日縁、自色

碗
伊万里

染 付
Allll

0芙蓉手

染 付
18陥奏F幸生̂‐

19C前半
皿

18c前半

備 前 揺 鉢
③ナス赤褐色

砂粒含

伊万里
青 磁
染 付

蓋
⑥口縁四方欅文帯 西有田広瀬

山窯系

00ナデ赤掲色

砂粒含

伊万里

染 付
皿

0割筆による二重網目文

見込に蛇目釉ハギ
波佐見窯系

孤理酬
獅

0見込に蛇目釉ハギ

見込に五弁花コンニャク判

棚
嘲

壺(?)

の螂 系切り底
碗

0梅花文

240
③鳥文

底中心ワU明崎島

有田窯系

青 磁 碗
00格端文、明縁色

小杯
①矢羽根文 18c末

00朧 、明絶
唐 津 皿

⑥議朔釉、慰 目Fllハ ギ
③透明rJl

内野山窯

⑥画イ枚、議絶

貫入有
備 前 描鉢

00ナデ、茶色

砂粒含

0見込に花弁文 低温枷引胎

t■ 4ヒ

00ナデ、赤紫色、

小 皿
口縁稜私 明縁色

⑥魅 に書紋 資賄

高台施釉 ⑥①ナデ、暗灰色

砂粒含

白 磁 碗
端反り口縁、乳白色 00ナデ、茶褐色

砂粒含

染 付 小 杯 麒 碗

備 前 橋 鉢
oナデ、暗赤掲色
0乳白色、砂粒含

⑥見込蛇ノロ釉ハギ

3t15 (80 (16D
00ナス 赤褐色

砂粒含

孤
上

０４

下
162

0見込蛇ノロ釉ハギ

砂トメ跡

土師器
系切り底
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)は推定

細
　
辞

:霞弱1 距

法 量 価 )

特 徴 備 考
掴
　
鶏

翻 11 器種

法 量 em)

特 徴 備 考

口径 底径 器高 口径 底径 器高

臨 師
櫛

土師器 杯
⑥③ ナデ

系切りのちナデ

皿
系切り底

00ナデ

系切り底

瓦 質
土 器 獅０ 灰白色

小 皿 15 00ナデ
Oo 7碇方向ナデ、系切り底

棚 茶 家 杯
00ナデ

右回転ヘラ切り底

茶 家 小 皿
剰 り

棚 茶 家

伊万里
染 付

の

部

甕

胴
0ナデ
④平術タタキ

獅 器 土 鍋
把示 指オサエのちナデ
00ナデ

ススの付着
青 磁 碗

端反り口縁、自縁色

貫入有

醐
甕 の

胴 部

0ヨコ方向のナデ
0平術タタキ

端反り口縁、淡縁色

貫入有

甕
口縁雷文 (ヘラ)、 淡縁色

橋 鉢 202
髄

貿入有

甕
０

鉢 3110 204

橋 鉢 青 磁
0樹麒R雄絶

青 磁 碗
0画花文、淡縁色 0樹麒R沸絶

貫入有

二次的焼成

白 磁
玉縁El縁、自色

貫入有

麟
碗

端反りEl縁、明縁色 龍縣

唐 津
端反り口縁、淡縁色

貫入有

的鋤
醐

茶 家

青 花 碗
青白色 広東t福建

窯系

鵬
陶 器

蓋

紐
雌

青 磁 碗
00確蹴文、翻

貫入有

鰤 器 小 皿
⑥① ナデ

系切り底
碗

書
底∞

細

躙
ガ
¨∞

鯛
碗

(5.0
⑥③ ナデ

底部切り離し不明
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(  )は推定

細
　
鶏

器種

法 量 (cm)

特 備 考

融
　
構

EFJ11 器種

法 量 (cm)

特 備 考

口径 底径 器高 日径 底径 器高

青 磁 碗
④日縁雷文 (ヘラ)

明縁色、貫入有
25 石鶏 石 鍋

00櫛描き文

明縁色 杯

0画花文

施
27 小 皿 15

00丁窯なナデ
ヘラ切り底

0画礼文

黄縁色、貫入有
高台無釉 青 磁 碗

0画花文、淡縁色

貫入有

白 磁
白絶

理
付

筒形碗
0四瀞蚊

18C鮮

皿
端反り口縁

白色
常 滑 鸞霊 離

‐５０
晩
嚇

小杯
八角面取日縁

底部切高台、自色
東播系 握 鉢

00ナデ、灰色
砂粒含

皿
端反り口縁

白色
騨 252 上師器 杯 (144)

00ナデ
傾き疑間

小 皿
底部切高台

⑥見込笙詰跡
(124)

00ナデ

(?)

碗
(8υ

系切り底

剛
鰤

皿
0見込型打陽刻文 (60 細 り底

青 花 碗
口縁虫喰い

④山水文
(7の

系切リー切り離し雑

躙制卿
詢
碗

⑤見込五弁花 (手書き)

③高台中心滑福文
(8υ

231 染 付 碗 小 皿 (621
系切り底

(611D 利 り底

理

∝
輛

碗 (711y
ガ
底

∞
御
・

里
付

師
染

小 杯 (50 17
⑥① ナデ

系切り底

唐 津 碗
0透明釉
④銅鰤 内野山窯

00ナデ

系切りのち板状圧痕

備 前 雷 鉢
00ナデ

粗砂粒含、淡灰色
青 磁

⑥画イba淡黄縁色

00ナデ

粗砂粒含、茶褐色

0画花文、黄縁色
高台無釉

③ナデ、灰色

⑥乳白色、砂粒含
白 磁

玉縁日縁、白色

00ナデ、淡茶掲色

砂粒含
土師器 小 llll (1l llD (711D

⑥①ナデ

系切り底

⑤ナデ、淡赤褐色
0ナデ、暗灰色、砂粒含 杯 (961

系切り底

土師器 4ヽ 皿
系切り底

小 皿 (90 (74) ヌ毬刀り底

在地系 甕 木 片

Z3 青 磁 小 皿
口縁稜イム淡縁色

0線描文、買焔

244
系切り底

白 磁
切高台、自色
0見込に宰詰跡 底部無釉
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(  )は推定

翻
　
鶏

1鬱ヨ

"1

騨

法 量 ⑤

特 徴 備 考
梱
　
鶴

翻 」 雛

法 量 鯨 )

特 徴 備 考

口径 離 編 El径 底径 一ロロ

272 青 碗 青 荘 碗
④濃教

態

273 青 構
④線描蓮弁

淡囲訳 貫入有

龍泉窯系
3t10 土師器 小 皿 17

00ナデ

系切りのちナデ 濃 9

274 剛
∽

端反り口魚 明絶
0蓮弁文(ヘラ)、貫入有

3111 杯
⑥④ナデ

底部切り離し不明 機 11

275 碗
③線描蓮弁
明縁色、貫入有

龍泉窯系
302 碗

①鏑蓮弁、淡縁色
濃

276 小 皿
El縁稜イk縁色

貫入有
303 土師器 杯

00ナデ
ヘラ切り(?) 土渡14

碗 雛
鋤

∞4
00ナデ

内底枷 のほ ヘラ切り底 鱗 14

278
伊万里

染 付
蓋

⑥ 嗽 酪 田

広瀬山窯系
3115

00ナデ

系切り底 骸 14

279 えびす 小 皿
00ナ六 内底不掟
方行のナデ、系切り底 蟻 14

280 自 磁 碗
灰自色 論

鰤
3117 15 ⑥④ナデ

系切り底 麟 14

灰自色 論
轍

308
(?)

備 薔
橋 鉢

■ll

石製品 石 鋼
③鍔に穿孔

スス付着

滑石製
∞ 9

(?)

繊

土節器 杯
Q① ナデ

系切りのち板状圧痕
上師器 小 皿

00T寧 なナデ
ヘラ切り底 土壌16

(14つ

２０

”
３
，
０

00ナデ

系切り底
00ナデ

身u刀 り 」L場質20

(1241
系切り底

沐
00ナデ
ヘラ切りのち板状圧痕

=L,議
22

(1011y
系切り底

青 磁 碗
00朧
翻

(106)
系切り底

00雛
黄縁色

288 (80
ナ

底∞
劉

00櫛腋

黄縁色

289 (9の
系切り底

00櫛緻
翻

小 皿 (931 ⑥③ ナデ

系切りのちIFxltlllit

0画被

淡黄縁色

(60
ヘラ切り底(回輸

0画花文

静 色

13
00ナデ

系切りのち板状圧痕

0鏑蓮弁

明縁色

二次的胸成

系切りのち板状圧痕

③ しのぎ蓮弁

明縁色

常 滑 甕
小 皿

(?)

端反り口縁

①蓮弁 (ヘラ)黄縁色

総
おろ

し皿
④ナス 淡灰黄褐色

系切り底 碗
鰤

端反り日緑

青縁色、貫入有

端反り日縁

淡縁色

備 前 描 鉢
端反り口縁

黄縁色、貫入有

常 滑 甕
0ナス 茶褐色
①ナデ、明縁色、砂粒含

端反り日縁

鰤
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翻
　
鶏

種別 器睡

法 量 Ccm)

特 徴 備 考

細
　
鶏

翻 1 器種

法 量e回 )

特 考 備 考

日径 底径 一ロロ 口径 底径 器高

碗(?)
端反り日縁

淡縁色に貫入有
青 磁 碗

0線描蓮弁、黄縁色
0見込にオL弁文

龍霧 系

高台内無釉

端反り日縁

蜘
%4

明青縁色

高台内無釉

い

端反り口縁

蜘 蜘囃
蜘
誦 "6

皿
0櫛描文
黄縁色、貫入有

"0
激
肺

0櫛描文

明縁色

331 朧
鮨

の

皿

端反り日縁、明縁色

①蓮弁(ヘラ)貫入有
龍泉窯系

"2

④ ll縁雷文 (ヘラ)

胴部蓮弁、黄縁色、貫入有
皿(?)

日縁稜イL

離

"3

①線描逃弁

黄縁色、貫入有

龍泉窯系

“

0 小 皿
0見込に花弁文

轍

高台内釉ハギ

334
④線描蓮弁

撤

龍泉窯系
361

⑤見込に釉ハギ

淡黄縁色、貫入有

高台内無釉

③線描蓮弁

淡黄縁色、貫入有

龍泉窯系
362

朧

336
③線描蓮弁

淡縁色、貫入有

龍泉窯系
363

日縁稜花、

0線倣 、雌飾
高台内釉
ハギ

"7

0線描蓮弁
黄縁色、貫入有

龍泉窯系
364

日縁稜花、淡縁色

0線描文、貫入有
高台内釉
ハキ

338 嚇鰤
龍泉窯系

365
稜
色

疇
舶

肺 泉

④線描蓮弁

朧 、買賄

龍籍 系
366

日縁稜花、淡縁色

0線描文、買賄

340
①線描蓮弁

淡黄縁色、貫入有

龍泉窯系
∞7

日縁稜イL、 淡縁色

0線描文、貫入有

341
③線描蓮弁

青縁色、貫入有

龍泉窯系
368

日縁稜花、深黄縁色

0線傲 、貫入有

342
③線描蓮弁
黄縁色、貫入有

龍泉窯系
369

日縁稜花、明青縁色

⑥線描文、買賄

襲3
①線描蓮弁

淡縁色、貫入有

龍泉窯系 日縁稜花、明縁色

0線 Fmt、 貫入有

344
0線描蓮弁

黄縁色、貫入有

龍泉窯系 日縁稜花、橙色

嚇刺
345

朧 論
鰤

口縁稜花、淡縁色

0線描文、買焔

二次的焼成

346
④線描燕弁

黄縁色、貫入有

龍泉窯系 日縁稜花、淡縁色

貫入有

高台内和ハイ

347
青灰色 室詰跡

高台内無釉
白 磁 碗

0櫛描文、灰白色

端反り日縁

M8
0見込に花弁文

嶼

端反り日縁

0櫛描文、灰白色

349
端反り日縁

深縁色、貫入有

端反り日縁

0櫛 Fut、 灰白色

0線描蓮弁

深黄縁色、貫入有

工縁日縁

灰自色

明青縁色 局台内無釉

工縁日縁

灰自色

馳 高台内無釉
W9

玉縁口縁

灰白色
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梱
　
辞

千菫拐1 雛

法 量 Ccm)

特 備 考

団
　
辞

千菫]号 ll 器種

法 量 On)

特 備 考

口径 底径 器高 底径

380 白 磁
明灰色

染 付 ９Ｃ
麻

381
端反り口縁

白色

19C

(ギ帯「オく)

382 碗
端反り口縁

灰黄色
９Ｃ
は

383 小 皿
高台(内)

黎ξ紬

19C

(弄帯青オ()

切高台、自色
0見込に窯詰跡

論
枷

理
付

小 皿
④折松葉文様

碗
灰白色

論
嘲

染 付 114
日縁日紅 19C

(弄言髯オ()

386
灰白色

音
口
征
〔

９Ｃ
は

387
淡灰白色 榊軸嚇

瀬 戸 碗
19C

(1帯任オく)

小 皿
切高台、灰黄色

0見込に空詰跡
詰
鰤

常 滑 甕
0ナデ、暗褐色
④黄縁色、砂粒含

389 杯
0見込蛇目釉ハギ

白色
詰
嘲

縣 捏 鉢
00ナデ

灰色、砂粒含

小 皿
切高台、灰黄色

0見込に窯詰跡
00ナデ

明灰色、砂粒含

碗 融鰤嚇
00ナデ

青灰色、砂粒含

青 花 皿
端反嚇永 ④唐草文

Θ見込に掲磨文(十字架文)

00ナデ

灰色、砂粒含

醜輔囃
皿(?)

O④ ナデ

青灰色

⑥④ナデ

灰黄褐色

麒 17

395
伊万里

染 付
小 杯

0蘭文様
釧］

llil前 橘 鉢

17C後半

総

デ

砂晰鷹
カキロー組
(8わ

皿
17C前半

デ

、

デ

、

Ｏ

④
黄白免

暗赤鵜色 砂粒含

小 皿
0魚文様 17C鮮 0ナデ、黄白色

①ナデ、暗赤褐色 砂粒含

皿
17C移釧̀

～18C初

00ナデ

灰黒色、砂粒含

0芙蓉手 輸出用
17C末
～19C初

Θ④ナデ

暗灰色、砂粒含

櫛目 XII

(8～

0見込に五弁礼

高台内「大明年製」
00ナデ

暗赤掲色、砂粒含

18CttH=

～19C前半
OCllナ デ

灰色、砂粒含

蛇目大型高台 (ハ リ使用)

●見込五弁イL
⑥④ナデ

灰色、砂粒含

18C鮮
～19C前半

00ナデ

暗赤掲色、砂粒含

形

碗

19C

(芽言埓オ()
⑬ ナデ、黄白色

③ ナデ、灰色、砂粒含

櫛目一組
(8村

日縁日紅
19C

(株 )

⑤③ナデ

赤褐色、砂粒含
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)は推定

0ナス 乳白色

0ナデ、暗灰色、砂粒含

00ナデ

暗灰色、砂粒含

00ナデ

切り離し不明

0ナデ、灰色
③灰自色、砂粒含

0ナデ、暗茶掲色
③ナス灰黒色、砂粒含

00丁寧なナデ
ヘラ切りのち板状圧痕

⑥ 見込蛇ノロ利lハキ

0ヨ コ方向のカキロ
③平行タクキ

⑤指オサエのちナデ
①平行タタキ
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鯛
　
鶴

種別 器種

法 量 (cm)

特 徴 備 考

梱
　
鶴

器顧

法 量 On)

備 考

底径 器高 日径 底径 暑縞

鵬
勧
脚

⑥ナデ
③平術クタキ 麒 福 鉢

獅
脚

0ナナメ方向のナデ

③蒲テタタキ

硼
翻

千霞じ]ll グリノト 遺  構  名 考 備 考 掴
辞

承菫りll クリノト 遺  構  名 備 考

F。 10 ピット内 小 lrl E。 10 ビット(9) 砥  石

F。 10 ピット18D E・ 7 2号溝ツ断内

E・ 5 土拡 (NQ2) 釘 F。 10 3層 砥  石

F。 10 ピノト C。 12 郷た肌 (M4) 砥  石

銅 C・ 9 大溝と3号溝の切り合い 力%ざ し D。 8 3層 砥  石

G。 11 ピット(6D 小東柄 D。 4 Ilt 石

E。 11 ピット内 C。 2 11号溝 砥  石

銅 D・ 12 キセル 0雁首) BoC-1 3号丼戸内 砥  石

H・ 7 大満 (試堀トレンチC) キセル 0雁首) 砥  石

"6
キセル 0雁首と吸日) E。 12 砥  石

E・ 8

銅 D。 11 キセル 卿雌9 I。 7 大溝 (試堀トレンチD) 硯

D。 10 7号溝 キセル (吸 El)

D。 11 7号溝 Ilt 石

D。 11 ピット(2υ 砥  石

D。 9 大 溝 砥  石

D。 11 口可 砥  石

E。 6 ピット内 砥  石

D。 10 砥  石
剛
鶴

春Iヨ]ll グリット 遺 熊
ω

船
ω

轄
０

備   考

C・ 11 4号溝 砥  石 鰤 E。 12 ピノト内 40 1 11

C。 11 3層 砥  石 鰤 E・ 10 ピノト 52 1 16 055 に
鮪

囮
剛

G。 11 砥  石 鰤 F。 10
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番号 出 土 地 点 時  代 名  称 初銭造年 西暦 径 (cm) 量 目(9) 備 考

E-9 2号竪穴 唐 開元通宝 武徳 4年  621年

532 F-10 内 開○○○

E-1l Plt内 ○宋通宝

E-9 Plt内 至大通宝 至大 3年  1310年

E-9 111層 至大通宝

E-10 Plt内 至大通宝

537 E10 Plt内 至大通宝 211

E-10P内 至大通宝 2 36

E-11 一冗 至大通宝

F-10 Plt 一九 至大通宝

F-10 Plt 一九 至大通宝

542 F-10 Plt 一九 至大通宝 2 37

F-10P 一九 至大通宝

G-7大 溝、降下 白ホラ中 一冗 至大通宝

E-2黒 褐色層 明 洪武通宝 洪武元年 1368年

E-8 :太 溝白ホラ層内 明 洪武通宝 洪武元年 1368年

E-12 Plt内 明 洪武通宝

F-9カ マ ト内 明 洪武通宝 2 32

F10 Plt内 明 洪武通宝

E-9 2号竪穴 明 永楽通宝 永楽 6年 1408年

E-9 2号 竪穴 明 永楽通宝 2 52 2 29

552 D-8 Nol 人溝、P褐色層

F-9 1号竪穴 天○○宝

F-9 1号竪穴 洪○通○

555 D-10 4‐ 戸 寛永通宝

D-11 a 戸 寛永通宝 1 77

557 D-13P28 』 戸 寛永通宝

558 E8Plt内 』 戸 寛永通宝

E-12 4 戸 寛永通宝 2 38
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V。 ま と

遺構・遺物について

松原第 I遺跡は中世か ら近世にかけての集落遺跡で遺構は多様であるが、遺構そのものの時

期 (時代)や遺構相互の相対的な関係を決定 し遺跡の性格を少 しでも把握 したい。まず、松原

地区第 I遺跡の第 E層 (白 ボラ)は文明期 (1469～87)に桜島か ら噴出した降下軽石であると

比定されている。遺構埋土中の白ボラの有無により次の 3グループ(3時期)に分けられる。

グループA:埋土中に白ボラを含むもので、埋上が第 Ill層 黒褐色砂質土。

大溝・ 2号溝・ 4号溝

グループB:埋土中に白ボラを含まないで、埋上が第Ⅲ層黒褐色砂質土。

1号溝 04号溝・ 5号溝 013号溝 01号竪穴 02号竪穴・ 3号竪穴・特殊土填

1号土墳

(グループBは 白ボラ降灰前に遺構が埋積 した場合と白.ボ ラ降下後遺構が構築

された場合が考えられる。)

グループC:埋上中に白ボラを含まないで、埋土が第 Ill層 黒褐色砂質土 と第 I層灰黒褐色土

の混土。

3号溝 。6号溝 。7号溝 08号溝 09号溝 011号溝 。14号溝 。15号溝・

次に遺構相互の相対関係は切 り合い状態か ら、 2号溝が 1号溝を 3号溝が 2号溝を 5号溝が 4

号溝を12号溝が 1号溝を 9号溝が13号溝を31号土墳が 1号溝をそれぞれ切っている。また、埋

上の色調は 10204・ 6013号溝が第Ⅲ層黒褐色砂質上で、 305(-10号 溝)。 70809・

1l e 15号溝が第 III層 黒褐色砂質土と第 I層灰黒褐色上 の混土に近い埋土を呈 している。これ ら

を古い順に並べると 1号溝-2号溝 。4号溝・ 6号溝 013号溝-3号溝・ 5号溝・ 7号溝 08

号溝 。9号溝 。11号溝 (12号溝不明)と なる。

これ らを基に遺跡の全体像を考えると、まず自然地形を利用 して大溝を「 」」型に廻 らした

館跡がある。 これに付随 したものとして 1号溝と掘立柱建物跡等があり、 1号溝は大溝か ら5

～10mの 間隔で並行 して内走 している。他、館跡内の掘立柱建物 0102号井戸01号井戸がある。

この館跡の下限は大溝の埋上である自ボラ (堆積部位は上位か ら1/3程である)の堆積状況か

ら15世紀後半よりかなり古いことがうかがえる。次に 2号溝であるが、これは松原地区第Ⅲ遺

跡発掘調査の 1号溝と同一のもので 607区 を南北方向にほぼ直線的に走行 し、北償lC07区
で分岐 し一方は北進 し崖に達 し他方は東へ屈曲 し、また」。6区でも東へ折れ両方ともそのま

ま東走 し現在残っている道路に達する。っまり、 2号溝は東側の道路を利用 し長方形 (平行四

辺形)に土地を区画 している。この区画された面積は約 5,000ポ 程である。さらに北側崖と2

号溝と道路によって長方形に区画された約 1,000ピ 強の敷地がある。ここは調査では2/3程が
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青 磁      1       白 磁      1          備 前・ 常 滑 。車 東播系

表 3。 大溝内出土
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3号 04号井戸 東側 ピット群  9号 010号掘立柱建物  1号 02号 03号竪穴 土墳

Ｃ
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第 1図 :第 I期 (大溝を廻 らす館跡)

第 2図 :第 Ⅱ期 (2号溝に区画された館跡)
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第 3図 :第Ⅲ期 (グ ループCを主 とした掘立柱建物跡)

排土置場 となり完掘 していないが、調査範囲内に 9号掘立柱建物と3号井戸が検出されている。

これらも2号溝に自ボラが堆積 していることか ら存在下限は15世紀後半まで下 らない。さらに

前述 したとおり2号溝は 1号溝より新 しいため上限も館址存続時期以後であることがわかる。

また、 2号溝と同時期の遺構は出土遺物か ら10号掘立柱建物 01号竪穴。2号竪穴03号竪穴(?)

3号井戸 。4号井戸等が考えられる。次に 3号 06号 e7号 08号 011号 014号 。15号溝 05

号井戸とそれらの周囲にある東側 ピット群そ して館址内にある土墳群である。 これ らは埋土か

ら近世と思われる。

以上大まかな位置づけから今度は各々遺構内出土遺物か らさらに細かな年代決定を試みたい。

大溝内遺ン (表 3参 照)をみると青 0白磁か ら国内陶磁器 0土師器などが出上 し、遺物の年

代は12～ 13世紀か ら16世紀前半までのものである。出土 レベルは1/3程の部位までに多 く集中

しており廃棄後かなり時 FE31が経過 した後流れ込んだものと考えられる。 しか し若千深いレベル

のものもある。049(東 播系捏鉢)は 13世紀前半で大溝床面より30clllほ どで出上 していることか

ら遺棄直後堆積 したものだと考えられる。また、 1号溝か らも12世紀末～13世紀前半の東播系

捏鉢 (0820083)が出上 している。他006(青磁 :画花文)018(白磁 :玉縁口縁)や東播系捏鉢

が中位より下層で出上 している。 これ らの出土状況より大溝の存続期間 (年代)を 13世紀後半

と位置づけたい。次に 2号溝を主体として区画された5,000ポ と1,ooOピ の各々の遺構内より出

土 した遺物をみてみる。 (表 405参照)ま ず、5,000ぽ の方は 10号 掘立柱建物及び東狽1ピ ット

群 (並ばなかった柱穴)か らの遺物は12～ 13世紀と14～ 15世紀の青 0白磁と14～ 15世紀の備前
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等で下限は14～ 15世紀である。1,000ピ の方では 3号井戸内の遺物は検出面か ら12～ 13世紀の青

磁碗 (248)が、最深部か ら14～15世紀の常滑壺 (250)土師器 (262)が 出上 している。 9号掘

立柱建物か らは12～ 13世紀の青磁碗 (186)が 1点、14～ 15世紀の青 0白磁が多数出上 している。

2号溝か らは12～ 13世紀や14～ 15世紀の青 傷白磁や14～ 15世紀の備前 。常滑等が出上 している。

以上か ら2号溝等により構成された遺構の存続期間14世紀後半か ら15世紀前半に比定されると

思われる。 (表 405参照)次にグループCで は、12～ 13世紀の青 。白磁が 307・ 8号溝か ら、

15世紀後半～16世紀前半の青磁 015世紀の備前 。16世紀の青花が 3号溝か ら出土 し、15世紀～

16世紀前半の備前、17世紀以降の伊万里染付が 7号溝か ら出土 している。また、東側 ピット群

か らは17世紀以降の染付 も出土 していることか ら、中世か ら近世にかけて断続的に生活が営ま

れていたようだ。以上か らグループCは 17世紀以降19世紀末まで存続 していたと思われる。

簡潔に述べると、

第 I期 (13世 紀後半) :大溝を廻 らす館跡

第 Ⅱ期 (14世 紀後半～15世紀前半):2号 溝によって区画された館跡

第Ⅲ期 (16・ 17世紀～19世紀)  :グ ループCを主とした掘立柱建物跡

となる。これら第 I期～第Ⅲ期に具体的に都城盆地を舞台に活躍 した勢力を明らかにすること

はできない。若千の史料や昭和63年度遺跡詳細分布調査 (市内北東部)か ら高木屋敷跡 (高木

町)の周辺か ら60基ほどの軽石製の五輪塔が出土していることなどか ら、鎌倉時代には寺院等

の活動が営まれていたようだ。また、児玉屋敷跡 (野々美谷町)は 『四方掘有…』 とあり、岩満

屋敷跡 (岩満町)は水田を見下ろす台地縁辺に立地 しているようで、松原地区第 I遺跡の I期

に類似 している。第 I期 は大溝を巡 らしたり青 0白磁等の舶載陶磁器の出土をみるとそれ相当

の勢力を有 した居館跡と思われる。第二期は敷地の規模や出土遺物か ら在地領主の屋敷跡では

ないかと推定される。また、第 I期 は大溝 (空掘)。 溝・ 掘立柱建物・ 井戸か ら、第 Ⅱ期は溝 0掘

立柱建物・竪穴遺構 (倉庫 )・ 井戸か ら館が構成されている。

(矢部 )

注 1)山 田 渉『都城市城の歴史的環境の概要』都城市文化財調査報告書第 6集 1987

参考文献

中井 均『中世城館の発生展 FE5』「物質文化」48号物質文化研究所

小和田哲男『戦国考古学の視点』「季刊考古学」26号雄 l14閣

「宮崎県学園都市遺跡発掘調査報告書」第 2集 宮崎県教育委員会 1985

「城郭研究特集号」帝京大学山梨文化財研究所報 1988

宇野隆夫「後半期の須恵器」

―- 126 -一



土師器について

松原地区第 I遺跡では上師器片約300点が出土 し、その中で実測可能な破片は108点である。

実測分の遺構別出土数、実測分の不 と小皿の数、実没1分 のヘラ切 り底と糸切 り底の数は表 6の

とおりである。

以下実測可能な郊と′卜mを大まか

ではあるが次 の とお り琢を 6分類

7細分、小皿を 6分類 9細分 した。

まず、不を I類、小皿をⅡ類とし底

部の切 り離 しの違いによってヘラ切

り底 (A)糸切 り底 (B)と した。

そして、不 (I)はヘラ切 り底 (A)

を 3形態に糸切 り底 (B)を 3形態

に分類 した。 IOA。 1類 は底部か

ら口縁部へ直線的に立ち上がるもの。

IOA。 2類 は底部か ら体部への立

ち上がりに段を有するもの。 IOA・

3類 は底部か ら体部へ内湾ぎみに立

ち上がるもの。 10B01類 は底部

か ら口縁部へ直線的に立ち上がるも

ので、a類 は器高が高 く器壁が薄い

(一様)も の、b類 は器高が低 い

わりには口径が大きい大型のもので

ある。 10B。 2類 は底部か ら体部

への立ち上がりに段を有するもの。

10B・ 3類 は底部か ら体部へ内湾

ぎみに広がりなが ら立ち上がり、体

部内外に稜線を有するものである。小皿はヘラ切 り底を 3分類 し、ⅡO A。 1類 は体部か ら口縁

にかけて直線的に急峻に立ち上がるもの。Ⅱ OA02類 は体部か ら口縁にかけて外反 し口縁が

先細 りする。 Ⅱ・ A・ 3類は底部か ら口縁にかけて内湾ぎみに立ち上がるもの。糸切 り底 も

同様で、Ⅱ OB01類 は体部から回縁にかけて直線的に立ち上がるもので、a類は立ち上がり

が急峻なもので底が凹凸なもの、b類は立ち上がりが急峻なもので底が平担なもの、c類は口

が広がるものである。■ OB。 2類は底部から外反 し口縁が先細 りで底が厚手がa類、薄手が

b類である。 Ⅱ・B・ 3類は底部か ら口縁にかけて内湾ぎみに立ち上がり器壁が厚手のものに分

類 した。

遺 構 名 実測分

器  種 底部切 り離 し

邦 小 皿 ヘラ切り糸切り 不 明

大 溝 18 10 8 1 15 2

1号 溝

2号 溝

3号 溝

13号 溝

7

6

5

1

5

5

3

1

2

1

2

0

3

1

1

1

3

5

4

0

1

0

0

0

駆 ピット内

醐 ピット内

9号 掘 立

1

5

5

0

3

1

1

2

4

０

　

３

　

０

1

1

4

0

1

1

1

3

号 井 戸

号 井 戸

号 井 戸4

2

11

3

1

6

1

1

5

2

1

0

0

0

8

3

1

3

0

特 殊 土 墳

9号 土 墳

11号 土 墳

14号 土 墳

16号 土 壊

20号 土 墳

22号 土 墳

11

1

1

5

1

1

1

7

0

1

3

0

0

1

４

１

０

２

１

１

０

1

0

0

2

1

0

1

10

1

0

3

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

一般(包含層) 23 16 7 4 16 3

計 108 64 44 20 75 13

表 6 土師器実浪」分出土状況
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種別 底 分類 特 徴 形 態

A

底部から口縁部ヘ

かけて直線的に立

ち上がるもの

2

底音5か ら体音「への

立ち上がりに段を

有するもの

3

底部か ら体部へ内

湾ぎみに立ち上が

るもの

B

底音5か ら口縁音Ьへ

かけて直線的に立

ち上がるもの

a

器高が高い

器壁か薄く

一様

b

器高か底い

口径が大き

く大型

2

底部か ら体部への

立ち上がりに段を

有するもの

3

底部から体部へ内

湾ぎみに立ち上が

り、 Ell径が大きい

もの

土師器 0部分類表
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種別 底 分類 特  徴
細

分 特  徴 形 態

Il

A

直線的に立ち上が

り急峻なもの
＼
~"

2

体部か ら口縁にか

けて外反 し、口縁

が先細りする

3
底音5か ら口縁にか

けて内湾ぎみに立

ち上がるもの

B

直線的に立ち上が

るもの

a

立ち上かり

が急峻底か

凹凸

b

立ち上がり

が急峻底が

平担

▼
~~L_´

ノ

C
国か広かる

もの

2

体部から口縁にか

けて外反 し、口縁

が先細りするもの

a 底が厚手

b 底が薄手

3
体部から口縁にか

て内湾ぎみに立ち

上がり厚手

土師器 0小皿分類表
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表 7 土師器法量分布表 (ilili5底 )
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/

琢について、 IOAel類 と I・ B01a類 、 I・ A02類 と I・ B02類 の違いは基本的

には底部の切り離 しの相違によるもので器形は酷似している。 I・ A01類 の出土は0860087

(1号溝)、 435(C06区 )、 190(E・ 4区土墳)、 312(F・ 5区上墳)、 115(13号 溝)で大きく

言えば435。 190.312.115は 館址内からの出土とみることができる。 I・ B01a類 の出土は08

5(1号溝)、 060(大溝)である。また、 IOA・ 2類の出土は065(大溝)、 140(3号溝)、 195(E・

4区 ピット)、 455(D・ 3区 )、 462(C・ 6区)で、 I・ B・ 2類の出土は192(E04区土墳)

で、これらも館址内からの出土とみることができる。次に、 I・ B・ 3類 は146(1号溝)、 283

284.285(特殊土墳)、 436(C・ 9区 )、 4520456(C ell区 )で、 I・ B01b類 の出土は05

9(大溝)、 191(C010区 ピット)で、出土遺構は特殊土填が最も多く、他大溝、 1号溝、 2号

溝及び3号井戸からと調査区東側C09区、C・ 11区である。これら10B03類 と I・ B・

lb類の特徴は底部の切り離 しが糸切りでロクロ成形痕と思われる器面内外の稜と底部に同心
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円状の凹凸を有 していること。相違点は立ち上がりの違いによることである。

小皿について、Ⅱ・ B。 lc類 の出土は187(9号掘立柱建物 )、 262(3号井戸 )、 2900292

(特殊上墳)である。262は 3号井戸最深部より250(常 滑壺)と 共伴 している。 I・ B03、類と

Ⅱ・ B。 lc類は特殊土墳内出上、成形痕等の類似によリセット関係 (一括資料)と して捉え

ることができると思われる。また、■ OA01類 (256)や Ⅱ・ B・ la類 (187・ 1940306)の よ

うに立ち上がりが急峻になる方がⅡ OB01c類 より古いと考えられる。

ところで、 1号溝は館を構成する遺構の 1つであるが埋土に自ボラは堆積 していない。 しか

し、大溝 02号溝に自ボラの堆積がみられることは、 1号溝は排絶後白ボラの降下前にはすで

に埋積 している。言い換えれば、検出面を除けば流れ込みなどを考える必要がなく1号溝から

の出土遺物はある程度時FHl的 に限定することができると言える。

まず、具体的に年代を限定できるものとして250(常 滑壺)は 14世紀後半か ら15世紀前半に位

置づけられている。 このことか ら10B・ 3類 とⅡ OB01c類 は同時期に比定でき特殊土填

も14世 紀後半か ら15世紀前半 ごろに、つまり2号溝の時期に在在 した可能性がある。次に、1・

A01類 と 10B01a類 及び I・ A・ 2類 と I・

B02類 の杯とⅡ・ A01類 とⅡ・ B。 la類及

びⅡ・ A02類 とⅡ OB。 la類の小皿は出土遺

構か ら13世紀後半に比定でき、ヘラ切 りか ら糸切

りへの転換 も13世紀後半に漸移的に移行 したので
r■ 1)

はないかと思われる。また、松原地区第Ⅳ遺跡の

2号溝か ら右記の上師器不が出上 している。 2号

溝は規則性をもち埋土は第Ⅲ層黒褐色上で、共伴

遺物は櫛描文の青磁碗や内面見込みにヘラによる

松原第Ⅳ遺跡出土土師器

片彫 りの花文を有する龍泉窯系の青磁小皿などである。この不は第 I遺跡の分類では IOA・

3類の器形と同 じく内湾ぎみに立ち上がり、底部の切 り離 しは糸切 りである。このことか ら、

IOA03類 にもヘラ切 りと糸切 りが存在 し、松原地区第Ⅳ遺跡 2号溝の共伴遺物からIOA・

3類 も13世紀代の後半に編年することができると思われる。

(矢部 )

注 1)松原地区第Ⅳ遺跡は昭和62年度発掘調査を実施 し、調査担当である棄畑光博氏の許

可を得て土師器不を掲載 した。

参考文献

「宮崎学園都市発掘調査報告書」第 2集 宮崎県教育委員会 1985

『山内石塔群』宮崎学園都市発掘調査報告書 第 1集 宮崎県教育委員会 1984

『伐株山城跡』 大分県玖珠町教育委員会 1984
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PL.3 松原第 IOⅡ 遺跡航空写真 (1/3,000)
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PL.4 松原第 I遺跡航空写真 (1/750)
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PL.5松 原第 I遺跡大溝全景及び側壁落込み
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PL.6松 原第 I遺跡大溝内遺物出土状況
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PL.7松 原第 I遺跡大溝 01号・ 2号溝全景
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PL.8松 原第 I遺跡大溝・ 溝検出状況
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PL.9松 原第 I遺跡西側地区溝検出及び完堀状況
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PL.10松原第 I遺跡西側地区土墳及び柱穴出土状況
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PL.11松原第 I遺跡東側地区柱穴出土状況
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PL.12松 原第 I遺跡 2号井戸
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PL.13松 原第 I遺跡 3号井戸
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PL.14松原第 I遺跡 4号井戸
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炭化物出 L状 況

PL.15松原第 I遺跡 1号竪穴遺構
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PL.16松原第 I遺跡 2号竪穴遺構

イ‐

鰤

- 148  -



PL.17松原第 I遺跡 3号竪穴遣構
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PL.18松原第 I遺跡特殊土墳
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PL.19松 原第 I遺跡 1号土墳及び遺物出土状況
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PL.20松原第 I遺跡22号・ 20号・ 23号・ 24号土渡
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No24土 墳

PL.21松原第 I遺跡土墳23号 024号・ 18号
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Nα30土 壊

Nα 30土 境

PL.22松原第 I遺跡土墳30号 031号 032号
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大溝・ 白ボラ上

大溝・ 床面直上

PL。 24松原第 I遺跡遺物出土状況-1
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